
前回委員会におけるご指摘事項への回答

資料１



ご指摘 回答案

○ネガワットや需給調整契約等の費用対効果（関西電力） ・別添１をご参照下さい。

○融通等、電力各社間の協力体制・仕組み（中西日本） ・別添２をご参照下さい。

○関西電力と広域連合の大飯原子力発電所が再起動しなかった場合の比較 ・別添３をご参照下さい。

○９月末までの計画外停止及び計画外停止の内容 ・別添４をご参照下さい。

○今夏の最低予備率が発生した日の需給実績

・別添５をご参照下さい。

○資料３－１－２（電力各社の需給実績）の詳細な差分説明

○関西電力の計画調整契約が昨年に比べ、93万ｋＷ増えた理由 ・別添６をご参照下さい。

○アンケート実施した際の質問票 ・別添７をご参照下さい。

○九州電力が実施したアンケート調査のうち「Q3：節電行動を実施するに当
たって、ご苦労されたことがあればご記入ください」（自由回答）に対する回
答内容

・別添８をご参照下さい。

○大口、小口、家庭などで、ピーク時にどのような需要減の反応があったのか、
またどのような取組みが行われたのか

・別添９、１０をご参照下さい。

大島委員からの紙面での追加御指摘については、今冬の需給に関するものであり、今冬の需給の議題（資料３－３）で回答。
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委員会におけるご指摘事項と回答①



全体 エアコン 冷蔵庫 テレビ
温水洗浄

便座（暖
パソコン

ビデオレ

コーダー

電気ポッ

ト

食器洗い

乾燥機

オーブン

トース

洗濯機／

洗濯乾燥

ジャー炊

飯器

電子レン

ジ／電子

IHクッキ

ングヒー

地デジ

チュー
掃除機 LED照明

高効率な

蛍光灯

購入（買

い替え）し

北海道 1000 1.9 6.4 7.1 1.9 10.0 3.4 2.6 0.8 2.5 4.0 4.1 3.8 0.8 0.9 4.6 15.6 2.2 62.6

関西 1000 8.1 6.6 8.6 2.0 11.0 3.7 2.4 1.8 3.1 4.4 3.0 3.4 1.1 1.0 4.0 13.7 2.1 60.5

四国 1000 8.5 6.1 8.4 1.6 11.5 2.2 1.8 0.9 3.0 4.9 4.8 3.3 1.5 0.7 4.2 14.9 2.9 58.1

九州 1000 9.6 6.9 7.9 2.7 13.0 3.2 2.8 1.4 3.4 6.5 6.0 4.8 1.5 1.4 5.7 13.0 2.2 56.6

北海道 1000 0.8 3.1 1.4 0.7 1.1 0.5 0.6 0.3 0.1 0.8 0.5 0.6 0.3 0.2 0.7 12.1 1.5 82.1

関西 1000 3.2 2.5 1.8 0.6 1.2 0.5 0.6 0.7 0.7 0.8 0.3 0.4 0.3 0.1 0.4 10.1 1.1 82.2

四国 1000 3.9 2.6 2.0 0.4 1.8 0.2 0.5 0.5 0.6 1.2 0.3 0.3 0.7 0.1 0.3 11.8 1.9 80.1

九州 1000 5.3 2.7 1.5 1.2 0.8 0.4 0.7 0.5 0.6 2.0 0.9 0.9 0.7 0.5 0.7 10.1 1.5 80.7

Q  あなたの家庭で今年、購入（または買い替え）をした電化製品及び照明器具を全てお知らせください。※節電対策以外で購入した製品については、「今年購入（買い替え）をしたもの」で選択して
ください。【今年購入（買い替え）をしたもの（いくつでも）】

Q また、購入（買い替え）をしたものの中から、節電対策として購入したものを全てお知らせください。※節電対策以外で購入した製品については、「今年購入（買い替え）をしたもの」で選択してくだ
さい。【節電対策のために購入（買い替え）したもの（いくつでも）】

①政府アンケートにおいて、今夏節電対策として「空調をガス方式等に変更した」と回答した企業数の割合は下記のとお
り。この中には、空調の高効率化を実施した企業も含まれていると考えられる。

大口：北海道:1.5%(1/68) 関西:7.1%(12/169) 四国:0%(0/76) 九州:6.7%(12/169)
小口：北海道:0.7%(1/143) 関西:1.9%(10/519)    四国:2.5%(3/121) 九州:2.6%(5/190) ※（回答数/母数）

②政府アンケートにおいて、今夏エアコンを買換又は購入した家庭の割合は下記のとおり。 （それぞれN=1000）
北海道:1.9%  関西:8.1% 四国:8.5% 九州:9.6%

また節電対策のため、エアコンを買換（購入）した人の割合は下記のとおり。 （それぞれN=1000）
北海道:0.8%  関西:3.2% 四国:3.9% 九州:5.3%

※その他の機器についてはそれぞれ以下のとおり。
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ご指摘 回答案

○機器の高効率化としてLED以外に空調の高効率化等がおこなわれていたの

ではないか
・下記のとおり。（アンケート調査票本体は別添７）

委員会におけるご指摘事項と回答②



関西電力における需給調整契約等の費用対効果

①主な取組みの費用対効果は下表のとおり。また、削減ｋＷ規模、確実性等の観点も重要。

②今夏、需給検証委員会で検証した結果、関西電力の予備率は▲１４．９％であり大きな需給ギャップが存在。

そのため、より多くの需要家に節電（需要の抑制）にご協力いただけるよう、あらゆる取組みを実施。

③費用対効果の検証は、発電側のコストとの比較の考え方、ひっ迫の状況、需要家の節電意識、使用頻度等に

よりその評価は大きく異なることに留意が必要。

需要側の取組み

法人 家庭

随時調整契約 計画調整契約 ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｶｯﾄﾌﾟﾗﾝ
ﾈｶﾞﾜｯﾄﾌﾟﾗﾝ
（入札）

BEMS
ｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀｰの活

用

節電ﾄﾗｲｱﾙ

削減効果
（ｋＷ）

約44万kW
※１

約193万kW
※３

約59万kW
※５

―
※７

約0.5万kW
※９

約1万kW
※１１

単価（円⁄kWh） 約143円⁄kWh
※２

約40円⁄kWh
※４

約17円⁄kWh
※６

―
※８

―
※１０

約13円⁄kWh
※１２

※１：随時調整契約のｋＷは契約値 ※２：１回あたり５時間抑制する場合（合計２０回を上限）

※３：計画調整契約のｋＷは、日・時間毎の契約調整電力合計値の最大値 ※４：ピーク時間において１時間、１ヶ月（平日２０日）抑制する場合

※５：プラン加入者のＨ２２.８月の最大需要電力とＨ２４.８月の最大需要電力との差の合計値 ※６：業務用の割引単価で平日２０日・３時間（13時－16時）抑制する場合

※７：（参考）契約電力の合計値は約１２万ｋＷ ※８：発動実績がなく評価不可

※９：BEMSアグリゲーターの活用におけるｋＷは16事業者の契約調整電力の合計値

※10：個別契約に基づくものであり、また、アグリゲーターとその顧客との契約にも影響する可能性があり（参考価格の提示を含め）開示不可

※11：〔節電ﾄﾗｲｱﾙ申込者Ｈ２３年度比削減率－家庭用全体Ｈ２３年度比削減率）×H23夏季ピーク時ｋW／口〕×申込者数 ※12：総コスト（商品代等）÷申込者削減kWh

※13：稼働率や今後の使用年数などの諸条件により大きく異なり、単価の評価は困難。なお、今夏節電要請期間におけるＪＥＰＸシステムプライスの最高値は約40円/ｋWh

供給側

休止火力の

再稼動

約45万kW

再稼働に要した
費用

約200億円
※13

（別添１）



１．中西日本における電力融通の実績 （別添２）
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●応援融通受電の最大189万ｋW（8/29）
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万ｋＷ 応援融通の受電実績

計画値

高需要が見込まれたため、

追加融通受電

小丸川発電所の発電制約が予想

されたこと等により、追加融通受電

新小倉５号、苅田新２号トラブル

に伴う追加融通受電

最大受電量：130万kW（8/21）

23万kW

45万kW

0万kW

新小倉５号、苅田新１号トラブル

および高需要が見込まれたため、追加融通受電

７月 ８月 ９月

（２）九州電力
●応援融通受電の最大130万ｋW（8/21）

（１）関西電力

○ 関西電力や九州電力は中部電力・中国電力・北陸電力から日々の需給状況に応じ、計画以上の融通を受けた。



①通告調整融通

関西電力が需給ひっ迫した場合、他電力（中部・中国）にて需要家の負荷調整を依頼し、

これによって生まれる他電力の供給余力を、緊急的に融通送電する仕組みを構築。

②自家発融通

関西電力の厳しい需給状況を踏まえ、他電力（中部・北陸）管内の需要家の自家発電設

備を焚き増しし、これによって生まれる他電力の供給余力を、計画的に融通送電する仕

組みを構築。

需要家

他電力

２．中西日本における電力各社間等の協力体制・仕組み

①依頼

他電力管内

②依頼

③負荷調整
自家発増発

④融通

（１）需給調整契約



概 要

管外需要家

との
ネガワット取引

関西電力からの要請に基づき、アグリゲーターが、負荷調整が可能な関西電力管外
の需要家を対象にネガワットの入札を実施。
これによって生まれる他の電力会社の供給余力を融通送電してもらい、
供給力を確保する取組みを実施。

【実施期間】
節電要請期間 （平成２４年７月２日～平成２４年９月７日）

【対象】
中部電力・北陸電力・中国電力管内の特高・高圧５００ｋＷ以上の需要家

【負荷調整の依頼タイミング】
需給逼迫が予想される日の前週の金曜日から前日までの間で、

追加的な供給電力が必要と想定される日毎に入札を実施。
【入札方法】
需要家は、アグリゲーターに事前に申し込みを行い、
アグリゲーターは需要家の希望する調整電力・希望価格を入札。

【実績調整電力の算定式】
実績調整電力 ＝
前週の同じ曜日の該当調整時間の平均電力 － 調整時間の平均電力

なお、実績調整電力は調整時間の３０分ごとに算出する。
【調整未達補償金】
実績調整電力が契約調整電力の９割を下回った場合は、調整未達電力に対して

調整未達補償金を設定。

翌月
当日

需要家
特高、高圧500kW以上

アグリゲーター

ビル
工場

特高
・
高圧
500ｋW
以上

管外

中部電力

北陸電力

中国電力

管外

（２）管外ネガワット取引



→ 両者の分析手法自体に大きな相違はない。
違いは、関西電力の試算は①需要を実績（広域連合：昨年並み節電のケースも想定）、②当日停止していた火力を起動し、供給力は時間毎に変
化（広域連合：停止火力を起動せず、揚水除き供給力は24時間一定）、③揚水汲み上げ量として実績値を使用（広域連合：シミュレーションモデルを
活用して汲み上げ量を試算）。
これにより、④昼間の揚水発電時間が長くなることから、⑤揚水の供給力が小さくなっている。

→ 分析の結果（8月3日）
・関西電力 ：８月３日の予備率は2.4%となり、最低限必要な予備率3％を確保できない事態となっていた可能性がある。

・関西広域連合： ８月３日の予備率は▲0.5%（ケース②）となり、計画停電のレベルになっていた可能性がある。（ケース①の場合：5.9%）

関西広域連合の試算※１（８月３日） 関西電力の試算※１ （８月３日）

大飯原子力発電所３・４号機の再起動がなかった場合の試算について

①需要 2,681万kW 需要 2,851万kW
（でんき予報速報値） （昨年並み節電：今夏＋170万ｋW）

② 供給力（揚水除く） 2,406万kW

（・バランス停止火力+38を起動しない。

・供給力は２４時間一定。）

③ 揚水発電可能量
3,500万kWh （満水） 2,897万kWh

（シミュレーションモデルにより試算）

④実発電時間：11ｈ 実発電時間：9ｈ

⑤揚水供給力 432万kW

① 需要 2,682万kW（実績)

② 供給力（揚水除く） 2,436万kW
（・バランス停止火力+38を起動。
・火力・水力等は需要に応じて時間帯毎に変化）

③ 揚水発電可能量
3,290万kWh
（実績値）

④発電可能時間：11ｈ※３

⑤揚水供給力 309万kW※２

①需要想定が一部、異なる

②供給力が異なる

③汲み上げ可能量
（発電可能量）が異なる1,000
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①今夏需要 ②昨年並み節電

④発電時間が異なる

２つのケースを分析

（別添３）

※１ 関西広域連合電力需給等プロジェクト
チーム報告書(9/30)、関西電力「今夏の電
力需給」（10/12）をもとに事務局作成

※２ 揚水供給力には他社分（混合揚水9
万ｋＷ）含まれる

※３ 揚水発電可能量からピーク時供給力を
割って算出。（実発電時間の場合は16ｈ）



①火力等の今夏の計画外停止状況（平成２４年度７～９月）

（単位：万KW） 北海道 東北 東京 中部 関西 北陸 中国 四国 九州 東３社 中西６社 ９電力

①７～９月で計画外停止によ
る供給力低下が最大となっ
た日の停止分
※ ［］は各社同日の最大

45
(9/8-9)

180
(9/28-29) 

547
(7/14) 

272
(7/13) 

120
(8/11) 

93
(7/12) 

125
(7/14-15) 

60
(8/11) 

162
(8/27) 

772
［613］
（7/14）

832
［444］
（7/13）

1,604
［940］
（9/9）

［主な計画外停止発電所］
※ （ ）は停止分が最も
高い発電所の定格出力。
コンバインドガスタービン
は、夏季の気温上昇によ
り出力減。

伊達火力２号
(35)

仙台火力４号
機(42)

鹿島火力６号
(100)

四日市火力
４系１軸(10)

赤穂火力１，
２号(各60)

富山新港火
力１号(50)

下松火力３号
(70)

阿南火力３号
(45)

新小倉火力
５号(60)

- - -
高見揚水
(10)

能代火力２号
（60）

鹿島火力２，
３号

奥矢作第一・
第二（揚水）

九州北部豪雨
等による水力
発電停止9基

福井火力三
国１号

水島火力３号

第二沼沢揚
水（46）

姉崎火力３号 他社受電(火
力)

②７～９月の計画外停止分の平均 17 55 190 65 27 8 24 4 62 262 191 453

③最大需要日の計画外停止実績 5 23 153 47 0 0 0 0 7 181 54 235 

今夏の最大需要 483 1,364 5,078 2,478 2,682 526 1,085 526 1,521 6,925 8,818 15,743 

仮に最大需要日に①が発生した
時の予備力への影響 ▲9.3% ▲13.2% ▲10.8% ▲11.0% ▲4.5% ▲17.6% ▲11.6% ▲11.4% ▲10.7% ▲11.2% ▲9.4% ▲10.2%

仮に最大需要日に②が発生した
時の予備力への影響
※ （）は昨夏の想定需要に対す
る影響

▲3.4%
(▲3.7%)

▲4.0%
(▲5.2%)

▲3.7%
(▲2.9%)

▲2.6%
(▲1.6%)

▲1.0%
(▲2.0%)

▲1.5%
(▲3.0%)

▲2.2%
(▲6.2%)

▲0.8%
(▲1.1%)

▲4.1%
(▲2.7%)

▲3.8%
(▲3.4%)

▲2.2%
(▲2.6%)

▲2.9%
(▲2.9%)

③の今夏の最大需要への影響 ▲1.0% ▲1.7% ▲3.0% ▲1.9% 0% 0% 0% 0% ▲0.5% ▲2.6% ▲0.6% ▲1.5%

９社平均

2.9%

10.2%

○ 今夏については、巡回点検の件数を増やすとともに、豊富な知識・経験を持つＯＢ社員等による巡回点検の強化等により、設
備のわずかな異常兆候の早期発見及び休日・夜間を利用した早期復旧を実施したこと等により２／３の社で、昨年に比べ平均
の計画外停止が低下。

0
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10.8% 11.0%

4.5%

17.6%

11.6% 11.4% 10.7%

3.4% 4.0% 3.6% 2.6%
1.0% 1.5% 2.2% 0.8%

4.1%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

北海道 東北 東京 中部 関西 北陸 中国 四国 九州

影響分（最大）

影響分（平均）

8%

3%

（別添４）



②計画外停止の分類（平成２４年度）

1

停止日数 主な事象 北海道 東北 東京 中部 関西 北陸 中国 四国 九州

31日以上

・空気圧縮機翼損傷に伴う
ガスタービン一式取替
・通風機モータの損傷
・蒸気タービン軸受の振動

等

0件 8件※１
（宮下水力 等）

4件
(鹿島火力４号

機)

3件
（上越火力１－１
号機 等）

1件
(赤穂火力２号

機)

0件
2件

(下関火力１号
機 等)

0件
8件※２
(新小倉火力５
号機 等)

8日以上
～30日以下

・ボイラー配管蒸気漏洩
・冷却水系不具合修繕
・土砂流入防止対策
・ガスタービン発電機不具合

等

3件
（苫小牧火力１

号等）

9件※１
（第二沼沢揚水

等）

16件
(鹿島火力１号
機 等)

4件
(渥美火力３号
機 等)

2件
(姫路第二火力
４号機 等)

1件
(福井火力三
国１号機)

4件
(下関火力２号
機 等)

1件
(坂出火力３号

機)

5件
(苅田新１号機

等)

2日以上
～7日以下

・給水配管水漏の修繕
・ボイラー内圧上昇
・ボイラー循環ポンプ修理
・海水取水設備修理

等

22件
（伊達火力２号
機 等）

19件
（能代火力２号

機 等）

69件
(広野火力４号
機 等)

5件
(新名古屋火力
８－１号機 等)

4件
(赤穂火力１号
機 等)

1件
(富山新港火力
１号機)

14件
(下松火力３号
機 等)

5件
(坂出火力３号
機 等)

14件
(豊前火力１号
機 等)

１日以下

・制御ロジック回路の修正
・電気式集じん機の詰まり
・再熱器注水弁動作による
温度調整
・降雨出水による発電制約
・水槽内土砂処理
・クラゲ来襲に伴う停止

等

12件
（伊達火力２号
機 等）

14件
(秋田火力４号
機 等)

63件
(鹿島火力５号
機 等)

3件
(知多火力２号
機 等)

8件
(姫路第二火力
６号機 等)

2件
(富山火力４号
機等)

14件
(玉島火力２号
機 等)

5件
(阿南火力３号
機 等)

8件
(川内火力１号
機 等)

※１平成２３年度に発生した新潟・福島豪雨により被災した水力発電所を含む。
※２平成２４年度に発生した九州北部豪雨により被災した水力発電所を含む。
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③北海道電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

最大需要日（9月18日）

（万ｋＷ）

伊達発電所1号[1978～]
（6/29～7/8:▲17万ｋＷ）

7月 8月

他社火力
（8/31～9/5:▲8万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

※：10万kW未満の水力発電所については省略

苫小牧発電所1号[1973～]
（7/4～7/12:▲7万ｋＷ、7/6:▲13万kW
7/13～7/17:▲25万kW)

高見発電所2号[1993～]
（7/5～7/6:▲10万ｋＷ）

伊達発電所1号[1978～]
（7/12:▲17万ｋＷ）

知内発電所1号[1983～]
（7/16～7/18:▲13万ｋＷ)

伊達発電所2号[1980～]
（7/20～7/21:▲17万ｋＷ）

苫東厚真発電所1号[1980～]
（7/21～7/23:▲18万ｋＷ)

苫東厚真発電所1号[1980～]
（7/29:▲18万ｋＷ)

知内発電所1号[1983～]
（8/8～8/14:▲35万ｋＷ)

伊達発電所2号[1980～]
（8/15:▲35万ｋＷ)

他社火力
（8/17～8/25:▲5万ｋＷ)

苫小牧発電所1号[1973～]
（8/26～8/30:▲25万ｋＷ)

伊達発電所2号[1980～]
（8/27～8/31:▲18万ｋＷ
9/1～9/2:▲35万kW)

苫小牧発電所1号[1973～]
（9/5:▲13万ｋＷ)

他社火力
（9/6:▲3万ｋＷ）

伊達発電所2号[1980～]
（9/8～9/9:▲35万ｋＷ）

他社火力
（9/14～9/17:▲24万ｋＷ)

高見発電所2号[1993～]
（9/8:▲10万ｋＷ)

新冠発電所2号[1974～]
（9/9、12～13,、19～20、25、27～28：▲10万ｋＷ)

他社火力
（9/17～9/21:▲5万ｋＷ)

他社火力
（9/23:▲24万ｋＷ)

砂川発電所3号[1977～]
（9/29～9/30:▲13万ｋＷ）

2
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③東北電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

※発電所名他は，主に火力の計画外停止について記載した。

最大需要日（８月２２日）
東新潟火力発電所２号[1983～]
（７/１～７/１７▲３０万ｋＷ）

秋田火力発電所４号[1980～]
（７/７～７/８▲６０万ｋＷ）

東新潟火力発電所４－２GT[1999～]
（７/７▲３６万ｋＷ）

八戸火力発電所５号[2012～]
（７/７～７/８▲２３万ｋＷ）

磯子火力発電所新２号[2009～]
（７/１２▲９万ｋＷ）
八戸火力発電所５号[2012～]
（７/１１,１３▲２３万ｋＷ）
酒田共同火力発電所２号[1978～]

（７/１７▲３３万ｋＷ）

酒田共同火力発電所２号[1978～]
（７/２０～７/２２▲３３万ｋＷ）

常磐共同火力勿来発電所７号[1970～]
（７/１７～７/２０▲４万ｋＷ）

新仙台火力発電所１号[1971～]
（７/２１～７/２２▲３５万ｋＷ）
磯子火力発電所新１号[2002～]

（７/２５▲９万ｋＷ）

東新潟火力発電所５号[2012～]
（８/７～８/９▲２９万ｋＷ）

秋田火力発電所３号[1974～]
（８/２～８/１５,１８,１９▲３５万ｋＷ）

東新潟火力
港発電所
１号[1972～]
・２号[1975～]

（８/４～９/３０▲１０万ｋＷ）

八戸火力発電所５号[2012～]
（８/２３～８/２６▲２３万ｋＷ）

秋田火力発電所３号[1974～]
（８/２６▲３５万ｋＷ）

東新潟火力発電所３-１号系列[1984～]
（９/１～９/３０ ▲７万ｋＷ）

糸魚川火力発電所[2001～]
（８/３～９/１４▲１万ｋＷ）

仙台火力発電所４号[2010～]
（９/８～９/９▲４２万ｋＷ）

糸魚川火力発電所[2001～]
（９/１１▲７万ｋＷ）

八戸火力発電所５号[2012～]
（９/１８～９/１９▲２４万ｋＷ）

仙台火力発電所４号[2010～]
（９/２３▲４２万ｋＷ）

秋田火力発電所４号[1980～]
（９/２６▲６０万ｋＷ）

仙台火力発電所４号[2010～]
（９/２８～２９▲４２万ｋＷ）

能代火力発電所２号[1994～]
（９/２８～９/３０▲６０万ｋＷ）

新仙台火力発電所１号[1971～]
（７/２８～７/２９▲３５万ｋＷ）

秋田火力発電所２号[1972～]
（７/２８～７/２９▲３５万ｋＷ）

新潟火力発電所６号[2011～]
（７/１～７/７▲３万ｋＷ）

常磐共同火力勿来発電所６号[1966～]
（９/２３▲８万ｋＷ）

第二沼沢発電所[1981～]
（９/１２～９/１４▲２３万ｋＷ
９/１５～９/１７▲４６万ｋＷ
９/１８▲３２万ｋＷ

９/１９～９/３０▲４６万ｋＷ）

3
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③東京電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

富津火力４－２軸［2009～］
（５０．７万ｋＷ）

富津火力４－３軸［2010～］
（５０．７万ｋＷ）

姉崎火力３号［1971～］
（６０万ｋＷ）

鹿島火力１号［1971～］
（６０万ｋＷ）

鹿島火力２号［1971～］
（６０万ｋＷ）

千葉火力３－１号（緊急設置電源）［2011～］
（３３．４万ｋＷ）

７／14
鹿島2号
［1971～］
鹿島3号
［1972～］
鹿島6号
［1975～］
姉崎3号
［1971～］

他

８／11,12
東扇島2号
［1991～］
広野4号
［1993～］
鹿島4号
［1972～］
千葉3-1号
［2011～］

他

９／1,2
鹿島1号
［1971～］
鹿島2号
［1971～］
富津4-2軸
［2009～］
千葉3-1号
［2011～］

他

９／９
鹿島5号
［1974～］
広野1号
［1980～］
富津4-1軸
［2008～］
富津4-2軸
［2009～］
千葉3-1号
［2011～］

他

９／16
姉崎5号
［1977～］
富津4-2軸
［2009～］
富津4-3軸
［2010～］
千葉3-1号
［2011～］

他

※出力は定格出力で記載
※計画外停止には、予防停止も含む

最大需要日（８月３０日）

4



③中部電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

最大需要日（７月２７日）

（万ｋＷ）

四日市火力4-2号[1988～]
（7/10～7/23▲10万ｋＷ）

7月 8月

上越火力1-1号[2012～]
（9/1～10/14▲50万ｋＷ）

四日市火力1号[1963～]
（8/28▲22万ｋＷ）

川越火力1号[1989～]
（8/22～9/28▲35万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

渥美火力3号[1981～]
（9/18～9/27▲70万ｋＷ）

新名古屋火力8-2号[2008～]
（9/16～12/末▲37万ｋＷ）

高根第一水力3号[1969～]
（7/8～7/31▲9万ｋＷ）

奥矢作水力全号[1980～]
(7/12～7/13▲110万ｋＷ）

他社火力
(7/6～7/13▲21万ｋＷ）

他社揚水水力
(7/13▲54万ｋＷ）

奥美濃水力6号[1995～]
(7/3～7/8▲25万ｋＷ）

知多火力2号[1967～]
（9/4 ▲50万ｋＷ）

新名古屋火力▲36万ｋＷ
8-2号[2008～] 8-1号[2008～]
（7/17～7/18） （7/20～7/22、7/27～7/29）

5
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③関西電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

最大需要日（８月３日）

（万ｋＷ）

姫路第二発電所
４[1967～]・

５[1973～]・６ [1973～]号
（▲２９万ｋＷ）

海南発電所１号

[1970～]
（▲４５万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

姫路第二発電所４号

[1967～]
（▲４５万ｋＷ）

姫路第二発電所６号

[1973～]
（▲３０万ｋＷ）

海南発電所３号
[1974～]

（▲６０万ｋＷ） 赤穂発電所２号

[1987～]
（▲６０万ｋＷ）

赤穂発電所１号
[1987～]

（▲６０万ｋＷ）

赤穂発電所２号
[1987～]

（8/9～8/12▲３０万ｋＷ、
8/13～9/13▲１５万kW）

赤穂発電所２号
[1987～]

（▲３０万ｋＷ）
赤穂発電所１号
[1987～]

（8/9▲４０万ｋＷ、
8/10▲３０万kW、
8/11▲６０万ｋＷ）

赤穂発電所２号
[1987～]

（▲３０万ｋＷ）

喜撰山発電所１[1969～]・
２[1970～]号
（▲３０万ｋＷ）

他社火力
（▲１３万ｋＷ）

海南発電所２号

[1970～]
（▲４５万ｋＷ）

相生発電所１号
[1982～]

（▲３８万ｋＷ）

6
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③北陸電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

最大需要日（８月２２日）

（万ｋＷ）

福井火力発電所三国1号機[1978～]
（7/6～7/13▲25万ｋＷ）

富山新港火力発電所1号機[1974～]
（7/9～7/13▲50万ｋＷ）

7月 8月

富山新港火力発電所石炭2号機[1972～]
（7/18▲20万ｋＷ）

富山火力発電所4号機[1970～]
（7/26▲25万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

7
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③中国電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

最大需要日（８月３日）

他社受電火力[1980～]
（7/14～7/16▲23万ｋＷ）

7月 8月

玉島発電所１号機[1970～]
（▲35万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

下松発電所３号機[1979～]
（7/14～7/15▲70万ｋＷ）

水島発電所３号機[1972～]
（7/14～7/15▲32万ｋＷ）

下関発電所２号機[1977～]
（8/4～8/5▲36万ｋＷ）

岩国発電所２号機[1972～]
（8/4～8/5▲34万ｋＷ）

柳井発電所2-3号機[1995～]
（▲14万ｋＷ）

下松発電所３号機[1979～]
（9/1～9/2▲70万ｋＷ）

水島発電所２号機[1963～]
（▲4万ｋＷ）

下関発電所２号機[1977～]
（8/30～9/28▲4万ｋＷ）

下関発電所１号機[1966～]
（8/31～9/17▲5万ｋＷ）

他社受電火力[1971～]
（8/7～▲3万ｋＷ）

（万ｋＷ）

8
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③四国電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

（万ｋＷ）

他社水力
（▲4.2万ｋＷ）

7月 8月

坂出発電所2号[1972～]
（▲35万ｋＷ）

他社火力
（8/11～8/13 ▲15万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

他社火力
（7/14～7/16 ▲4.7万ｋＷ）

阿南発電所3号[1975～]
（▲45万ｋＷ）

坂出発電所1号[2010～]
（▲25.3万ｋＷ）

最大需要日（8月7日）

他社火力
（9/14～9/23 ▲1万ｋＷ）

坂出発電所3号[1973～]
（9/15, 16 ▲45万ｋＷ）

他社火力
（▲4.7万ｋＷ）

坂出発電所3号
[1973～]

（9/29, 30 ▲45万ｋＷ）

9
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③九州電力 計画外停止実績（平成２４年７月から９月まで）

最大需要日（7月26日）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

豊前１号機 ［1977～］
（7/1▲50万ｋＷ）

川内１号機 ［1974～］
（7/21▲25万ｋＷ）

川内１号機 ［1974～]
（6/29~7/4▲50万ｋＷ）

他社火力
（6/25~7/6▲15万ｋＷ）

豊前１号機 [1977～]
（7/6～7▲50万ｋＷ）

相浦１号機 ［1973～］
（7/7▲38万ｋＷ）

新大分Ⅱ-3軸 [1995～]
（7/8～9▲20万ｋＷ）

他社火力
（7/13～14▲30万ｋＷ）

他社火力
（7/14～16 計▲32万ｋＷ）

苅田新２号機 [1972～]
（7/14～16▲38万ｋＷ）

相浦２号機 [1976～]
（7/20～21▲25万ｋＷ）

川内２号機 ［1985～］
（7/28▲50万ｋＷ）

苅田新２号機 [1972～]
（8/11～15▲38万ｋＷ）

苅田新２号機 [1972～]
（8/18~8/27▲19万ｋＷ）

川内１号機 [1974～]
（8/11～15▲50万ｋＷ）

豊前１号機 ［1977～］
（8/11～12▲25万ｋＷ）

新小倉５号機 [1983～]
（8/17~▲60万ｋＷ）

柳又発電所ほか（7/12～24▲8万ｋＷ，7/25～9/11▲6万kW）、軸丸発電所ほか（9/12～26▲2万kW，9/27～▲1万kW）

山川発電所 [1995～]
（8/3～5▲2万ｋＷ）

新有川３号機 [1991～] （7/4～12，7/14～8/5▲1万ｋＷ）

小丸川発電所 [1号機：2010～]
[2号機：2011～]
[3号機：2009～]
[4号機：2007～]
（8/27▲78万ｋＷ）

苅田新１号機 [2001～]
（9/2~9/21▲36万ｋＷ）

相浦２号機 ［1976～］
（9/8～9/9▲50万ｋＷ） 他社火力

（9/17▲19万ｋＷ）
相浦２号機 ［1976～］
（9/13▲13万ｋＷ）

豊前２号機 ［1980～］
（8/25▲50万ｋＷ）

苅田新１号機
（9/22～計画停止）
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①昨夏の火力等の計画外停止状況（平成２３年度７～９月）

（単位：万KW） 北海道 東北 東京 中部 関西 北陸 中国 四国 九州 東３社 中西６社 ９電力

①７～９月で計画外停止によ
る供給力低下が最大となっ
た日の停止分

88
(7/17～23)

132
(8/17-18)

485
(9/4)

283
(7/20)

155
(8/30)

89
(7/8)

202
(9/3-4)

27
(8/18～26)

168
(8/27)

704 924 1,628 

［主な計画外停止発電所］
※ （ ）は停止分が最も
高い発電所の定格出力。
コンバインドガスタービン
は、夏季の気温上昇によ
り出力減。

苫東厚真
４号機(70)

秋田火力
２号機(35)

鹿島火力６号
機(100)

尾鷲三田火
力３号機(50)

堺港火力
２号機(40)

敦賀火力
２号機(70)

三隅火力
１号機(100)

坂出火力
１号機(30)

新小倉火力
４号機(60)

- - -

奈井江火力
１号機

新潟・福島集
中豪雨による
水力発電所
停止28基
（他社含む）

鹿島火力４号
機

奥矢作第一・
第二（揚水）

奥多々良木
（揚水） 牧・新猪谷

水力発電所
等

下関火力２号
機

他社受電
（水力）

苅田火力
新１号機

平岡水力
発電所等

水島火力１号
機

豊前火力
１号機

姉崎火力３号
機 他社受電

（揚水）
他社受電
（火力）

下松火力３号
機

新大分３号
系列第２軸

②７～９月の計画外停止分の平均 19 77 173 45 64 17 75 6 48 269 255 524 
③今夏における火力最大ユニット・系列 60 149 100 170 90 70 100 70 87 309 587 896 

昨夏の想定需要 506 1,480 6,000 2,709 3,138 573 1,201 597 1,750 7,986 9,968 17,954

仮に想定需要発生日に①が発
生した時の予備力への影響 ▲17.3% ▲8.9% ▲8.1% ▲10.4% ▲5.0% ▲15.5% ▲16.8% ▲4.6% ▲9.6% ▲8.8% ▲9.3% ▲9.1%

仮に想定需要発生日に②が発
生した時の予備力への影響 ▲3.7% ▲5.2% ▲2.9% ▲1.6% ▲2.0% ▲3.0% ▲6.2% ▲1.1% ▲2.7% ▲3.4% ▲2.6% ▲2.9%

仮に想定需要発生日に③が発
生した時の予備力への影響 ▲11.9% ▲10.1% ▲1.7% ▲6.3% ▲2.9% ▲12.2% ▲8.3% ▲11.7% ▲5.0% ▲3.9% ▲5.9% ▲5.0%

９社平均

2.9%

9.1%

11

17.3%

8.9% 8.1%
10.4%

5.0%

15.5%
16.8%

4.6%

9.6%

3.7%
5.2%

2.9%
1.6% 2.0% 3.0%

6.2%

1.1% 2.7%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

北海道 東北 東京 中部 関西 北陸 中国 四国 九州

影響分（最大）

影響分（平均）

8%

3%



②計画外停止の分類（平成２３年度）

12

停止日数 主な事象 北海道 東北 東京 中部 関西 北陸 中国 四国 九州

31日以上

・空気圧縮機翼損傷に伴うガスタービ
ン一式取替
・通風機モータの損傷
・蒸気タービン軸受の振動

等

0件
28件※
（第二沼沢揚
水、宮下水
力）

1件
(滝水力)

0件
3件

(舞鶴火力１号
機 等)

0件
2件

(三隅火力１号
機 等)

1件
(他社水力)

0件

8日以上
～30日以下

・ボイラー配管蒸気漏洩
・冷却水系不具合修繕
・土砂流入防止対策
・ガスタービン発電機不具合

等

7件
（苫東厚真火
力４号機
等）

5件※
（秋田火力２号

機 等）

9件
(広野火力１号
機 等)

1件
(知多火力１号

機)

4件
(姫路第二火
力６号機 等)

1件
(敦賀火力２号

機)

6件
(三隅火力１号
機 等)

3件
(坂出火力１号
機 等)

4件
(新小倉火力４
号機)

2日以上
～7日以下

・給水配管水漏の修繕
・ボイラー内圧上昇
・ボイラー循環ポンプ修理
・海水取水設備修理

等

36件
（知内火力２号

機等）

15件※
（秋田火力４号

機 等）

63件
(袖ヶ浦火力３
号機 等)

14件
(新名古屋火
力８－４号機

等)

1件
(奥多々良木
揚水１～４号

機)

2件
(富山火力４号

機)

16件
(下関火力２号
機 等)

2件
(他社火力
等)

14件
(相浦火力２号

機)

１日以下

・制御ロジック回路の修正
・電気式集じん機の詰まり
・再熱器注水弁動作による温度調整
・降雨出水による発電制約
・水槽内土砂処理
・クラゲ来襲に伴う停止

等

60件
（奈井江火力１
号機 等）

3件
(葛根田地熱２
号機 等)

42件
(袖ヶ浦火力３
号機 等)

7件
(尾鷲三田火
力３号機 等)

0件 0件
15件

(玉島火力１号
機 等)

7件
(他社火力
等)

7件
(苓北火力１号
機 等)

※平成２３年度に発生した新潟・福島豪雨により被災した水力発電所を含む。
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③北海道電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（9月16日）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

砂川発電所3号[1977～]
（6/27～7/5:▲10万ｋＷ）

他社火力
（6/7～7/2:▲24万ｋＷ）

他社受電火力
（7/5～7/6:▲5万ｋＷ）

音別発電所1号[1978～]
（7/6、7/9～7/10:▲7万ｋＷ）

奈井江発電所1号[1968～]
（7/6、7/9～14、7/17～23:▲18万ｋＷ）

苫東厚真発電所4号[2002～]
（7/17～7/23:▲70万ｋＷ）

苫小牧発電所1号[1973～]
（7/30～7/31:▲25万ｋＷ）

新冠発電所1号[1974～]
（7/5～7/7、7/9、7/12～13:▲8万ｋＷ）

新冠発電所1号[1974～]
（7/25:▲8万ｋＷ）

新冠発電所1号[1974～]
（8/3:▲8万ｋＷ）

伊達発電所2号[1980～]
（8/6～8/10:▲35万ｋＷ）

苫小牧発電所1号[1973～]
（8/6～8/10:▲25万ｋＷ）

他社火力
（8/18～8/19:▲2万ｋＷ）

奈井江発電所2号[1970～]
（8/18～8/20:▲18万ｋＷ）

新冠発電所1号[1974～]
（8/25:▲8万ｋＷ） 新冠発電所1号[1974～]

（9/21～:▲9万ｋＷ）

知内発電所2号[1998～]
（9/22～9/23:▲35万ｋＷ）

砂川発電所3号[1977～]
（9/24～11/2:▲12万ｋＷ）

※：10万kW未満の水力発電所については省略

高見発電所1号[1983～]
（9/10:▲10万ｋＷ）
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③東北電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

※発電所名他は，主に火力の計画外停止について記載した。

最大需要日（８月９日）

東新潟火力港発電所１号[1972～]
（７/７～７/１０▲３５万ｋＷ）

糸魚川発電所[2001～]
（７/７～７/１１▲１３万ｋＷ）

釜石火力発電所[2000～]
９/２３～９/２４（▲１４万ｋＷ）

福島・新潟集中豪雨による水力発電所
（７/２９～９/３０ 最大▲１０４万ｋＷ）

秋田火力発電所２号
[1972～]
（７/１～７/１０
▲３５万ｋＷ）

東新潟火力港発電所２号
[1975～]

（７/１６～７/１７▲３５万ｋＷ）

常磐共同火力勿来発電所９号[1983～]
（７/２２～７/２４▲２８万ｋＷ）

秋田火力発電所４号[1980～]
（７/２３～７/２４▲６０万ｋＷ）

常磐共同火力勿来発電所８号[1983～]
（８/５～８/６▲２８万ｋＷ）

秋田火力発電所２号[1972～]
（８/１７～８/１８▲３５万ｋＷ） 磯子火力発電所新１号[2002～]

（９/２１～９/２３▲９万ｋＷ）
磯子火力発電所新１号

[2002～]
（７/１６～７/１７▲９万ｋＷ）

北沼発電所[2000～]
（７/２７▲４万ｋＷ）

東新潟火力港発電所３号[2011～]
（９/１０～９/１１▲５万ｋＷ）
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８／13
袖ヶ浦4号
［1979～］
鹿島2号
［1971～］
広野2号
［1980～］

他

８／４
袖ヶ浦2号
［1975～］
鹿島1号
［1971～］
鹿島4号
［1972～］
広野2号
［1980～］

他
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③東京電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

（万ｋＷ）

7月 8月

玉原発電所［1986～］
（120万ｋＷ）

鹿島火力４号［1972～］
（６０万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

電発 沼原発電所
（当社分67.5万ｋＷ）

電発 新豊根発電所
（当社分45万ｋＷ）

鹿島火力１号［1971～］
（６０万ｋＷ）

広野火力１号［1980～］
（６０万ｋＷ）

鹿島火力１号［1971～］
（６０万ｋＷ）

鹿島火力４号［1972～］
（６０万ｋＷ）

広野火力２号［1980～］
（６０万ｋＷ）

富津火力４－２軸［2009～］
（５０．７万ｋＷ）

広野火力４号［1993～］
（１００万ｋＷ）

７／３
千葉1号系列
［2000～］
袖ヶ浦2号
［1975～］
広野1号
［1980～］
鹿島4号
［1972～］

他

７／９
千葉2号系列
［2000～］
広野1号
［1980～］
広野2号
［1980～］

他

７／16
鹿島5号
［1974～］
広野2号
［1980～］
富津4-2軸
［2009～］

他

７／23
広野3号
［1989～］
広野4号
［1993～］
姉崎2号
［1969～］
他

７／30
鹿島1号
［1971～］
鹿島4号
［1972～］
鹿島5号
［1974～］
広野1号
［1980～］
広野2号
［1980～」
姉崎5号
［1977～］

他

９／４
鹿島4号
［1972～］
鹿島6号
［1975～］
姉崎3号
［1971～］
自他社揚水

他

９／11
広野4号
［1993～］
他社揚水

他

９／22
鹿島1号
［1971～］
富津4-2軸
［2009～］
自他社揚水

他

※出力は定格出力で記載
※計画外停止には、予防停止も含む

最大需要日（８月１８日）
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③中部電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（８月１０日）

（万ｋＷ）

知多火力1号[1966～]
（7/6～7/16▲50万ｋＷ）

新名古屋火力8-4号[2008～]
（7/15～7/17▲36万ｋＷ）

7月 8月

他社揚水水力
（7/21▲45万ｋＷ）

四日市火力4-5号[1988～]
（8/19～8/20▲10万ｋＷ）

新名古屋火力8-2号[2008～]
（8/30～9/3▲36万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

奥矢作水力全号[1980～]
（7/20▲110万ｋＷ）

尾鷲三田火力3号[1987～]
（7/20▲50万ｋＷ）
他社揚水水力
（7/20▲68万ｋＷ）

武豊火力4号[1972～]
（7/22～7/24▲36万ｋＷ）

奥矢作水力全号[1980～]
（7/31▲110万ｋＷ、

8/1～8/2▲73万ｋＷ）

武豊火力3号[1972～]
（8/10▲36万ｋＷ）

他社揚水水力
（8/22▲45万ｋＷ）

渥美火力3号[1981～]
（8/24～8/26▲70万ｋＷ）

知多第二火力1号[1983～]
（8/24～8/26▲13万ｋＷ、
8/27～8/28▲83万ｋＷ）

他社揚水水力
（9/3～9/4▲68万ｋＷ

9/5～9/6▲54万ｋＷ）

奥矢作水力全号[1980～]
（9/4～9/5▲110万ｋＷ）

四日市火力2号[1963～]
（9/9▲22万ｋＷ）

知多火力5号[1978～]
（9/9～9/12▲83万ｋＷ）

奥矢作水力全号[1980～]
（9/21～9/22▲110万ｋＷ）

他社揚水水力
（9/22▲68万ｋＷ）

武豊火力3号[1972～]
（9/27▲36万ｋＷ）

知多第二火力1号
[1983～]

（9/29▲83万ｋＷ）
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③関西電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（８月９日）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

舞鶴発電所１号[2004～]
（▲９０万ｋＷ）

姫路第二発電所５号
[1973～]

（▲６０万ｋＷ）

他社火力
（▲２９万ｋＷ）

他社火力
（▲６６万ｋＷ）

他社火力
（▲１２万ｋＷ）

堺港発電所２号
[2009～]

（▲３６万ｋＷ）

奥多々良木発電所

１・２[1974～]３・４[1975～]号
（8/29▲５４万ｋＷ、
8/30▲１０８万ｋＷ）

姫路第二発電所６号

[1973～]
（▲６０万ｋＷ）
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③北陸電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（８月９日）

（万ｋＷ）

敦賀火力発電所2号機[2000～]
（7/7～7/19▲70万ｋＷ）

7月 8月

富山火力発電所4号機[1970～]
（9/7～9/12▲25万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

富山火力発電所4号機[1970～]
（9/28～11/1▲25万ｋＷ）
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③中国電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（８月９日）

（万ｋＷ）

下松発電所３号機[1979～]
（7/17▲70万ｋＷ）

7月 8月

玉島発電所２号機[1972～]
（8/12～8/16▲35万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

三隅発電所１号機[1998～]
（7/17～7/26▲100万ｋＷ） 三隅発電所１号機[1998～]

（8/9～▲50万ｋＷ、
8/10～9/9▲100万ｋＷ ）下関発電所２号機[1977～]

（8/3～8/16▲20万ｋＷ）

下松発電所３号機1979～[]
（9/3～9/4▲70万ｋＷ）

水島発電所１号機[1961～]
（9/3～9/4▲26万ｋＷ）

下関発電所１号機[1966～]
（8/12～8/15▲17万ｋＷ）

他社受電火力[1967～]
（8/13▲15万ｋＷ）

下関発電所２号機[1977～]
（9/1～9/11▲5万ｋＷ）

他社受電水力[1960～]
（7/20～9/15▲1万ｋＷ）
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③四国電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（8月9日）

（万ｋＷ）

他社火力
（7/3～7/6 ▲4.4万ｋＷ）

他社火力
（▲15万ｋＷ）

7月 8月

他社水力
（7/20～9/15 ▲2万ｋＷ）

9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

他社火力
（▲2.2万ｋＷ）

他社火力
（7/30～8/9 ▲14.2万ｋＷ）

坂出発電所1号[2010～]
（8/18～8/26 ▲25.3万ｋＷ）

他社火力
（▲15万ｋＷ）

他社火力
（▲7.5万ｋＷ）

他社火力
（9/14 ▲4.4万ｋＷ

9/15, 16 ▲2.2万ｋW）
他社火力

（9/20～9/27 ▲1万ｋＷ）

他社火力
（▲4.7万ｋＷ）
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③九州電力 計画外停止実績（平成２３年７月から９月まで）

最大需要日（9月1日）

（万ｋＷ）

7月 8月 9月
1 1 110 20 30 10 20 30 10 20 30

他社火力
（7/3～7/6▲18万ｋＷ）

新小倉3号機 [1978～]
（6/29～7/2▲60万ｋＷ）

新大分1-4軸 [1990～]
（7/8～7/24▲12万ｋＷ）

他社火力
（7/26▲9万kW）

豊前1号機 [1977～]
（7/30～7/31▲50万ｋＷ）

相浦2号機 [1976～]
（7/29～7/31▲50万ｋＷ）

他社火力（7/30～8/9▲5万ｋＷ）

他社火力
（8/2▲9万kW）

苅田新1号機 [2001～]（8/4～8/29▲36万ｋＷ）

他社火力
（8/13～8/14▲19万ｋＷ）

新大分3-1軸 [1998～]
（8/13▲22万ｋＷ）

川内2号機 [1985～]
（8/20～8/21▲50万ｋＷ）

新小倉4号機 [1979～]（8/23～9/20▲60万ｋＷ）

苅田新1号機 [2001～]
（9/4～9/6▲36万ｋＷ）

豊前1号機 [1977～]
（8/27～8/28▲50万ｋＷ）

新大分3-2軸 [1998～]
（8/27～8/28▲22万ｋＷ）

新大分3-3軸 [1998～]
（9/3▲22万ｋＷ）

相浦2号機 [1976～]
（9/3～9/4▲50万ｋＷ）

他社火力
（9/14▲18、9/15～9/16▲9万ｋＷ）

他社火力
（9/17～9/19▲30万ｋＷ）

他社火力
（9/18▲14万ｋＷ）

相浦2号機[1976～]
（9/19～9/20▲50万ｋＷ）

豊前1号機 [1977～]
（9/23～9/25▲50万ｋＷ）

苓北1号機 [1995～]
（9/25▲70万ｋＷ）

他社火力
（9/30▲19万kW）
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④老朽火力と計画外停止の関係（北海道電力）
○ 北海道電力では、運開後30年超のユニットが増加していますが、今年度については老朽化による計画外停止の
著しい増加は見られない。

○ 今後、冬季に向けて点検補修を実施し、計画外停止等の低減に努める。

経過年数
（合計出力）

発電所 運転開始 40年到達年 燃料種別
認可出力
（万kW）

計画外件数(4月1日～9月30日)
（ ）内は昨年度同期実績

停止 出力抑制

40年超過
(35万kW)

奈井江1号 1968. 5 2008
国内炭

17.5 1（4） 0（2）
奈井江2号 1970. 2 2010 17.5 1（2） 0（0）

小計 2（6） 0（2）

30年超過
(169.8万kW)

苫小牧 1973.11 2013 石 油 25 6（2） 7（0）
砂川3号 1977. 6 2017 国内炭 12.5 2（2） 0（0）
音別1号

1978. 5
2018

軽 油
7.4 1（0） 0（0）

音別2号 7.4 1（1） 0（0）
伊達1号 1978.11

石 油
35 6（1） 1（0）

伊達2号 1980. 3
2020

35 6（2） 2（0）
苫東厚真1号 1980.10 海外炭 35 0（1） 4（3）
砂川4号 1982. 5 2022 国内炭 12.5 3（3） 0（0）

小計 25（12） 14（3）

それ以下
(200万kW)

知内1号 1983.12 2023 石 油 35 4（1） 1（1）
苫東厚真2号 1985.10 2025 海外炭 60 0（0） 3（1）
知内2号 1998. 9 2038 石 油 35 1（0） 1（0）

苫東厚真4号 2002. 6 2042 海外炭 70 0（1） 0（1）
小計 5（2） 5（3）

合 計 30※（20） 1９（8）
※合計値が合わないのは、砂川3・４号および伊達1･2号の共通設備に係る作業停止をそれぞれ１件としていることによるもの 22



電力各社の最大需要日及び
最小予備率日の需給バランス

（別添５）
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（9月18日） ②‐① 備考（差分理由等）

原子力 210 94 0 0 0

火力 357 398 385 378 ▲7

うち常設されている
火力(注1) 357 398 370 367 ▲3

伊達発電所他取排水量温度差緩和：、IPP停止、海水温度上昇による出力制約（苫東厚真1号、知内1号）、奈井江出力制約（湿分
による石炭性状悪化による制約）

うち長期停止
火力の再稼働

- - - -

うち緊急設置源 - 0 7 7 0

うち自家発電買取 0 0 (注6)8 4 ▲4当日の自家発購入量減

水力 79 93 (注2)72 83 11出水に恵まれたことによる増

揚水（注３） 25 29 (注3)30 30 0

地熱・太陽光 1 1 0 2 2森発電所（地熱）定期検査終了による増(7/16～9/13)

融通 0 ▲57 0 0 0

新電力への供給等（注４） ▲14 ▲1 ▲3 18 21卸電力取引所取引による受電増

供給力 計 658 558 485 512 28

融通前供給力 計 (658) (615) (485) (512) (28)

需要想定
（①、②、③加味）

506 485 500 483 ▲17

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - (494) - -

①経済影響等 - - 9 2 ▲7想定していたGDPの伸び率の差異(2010→2012年度:2.5%→2.2%)や機械・非鉄金属関連工場の生産減少等

②定着節電 - - ▲14 ▲43 ▲29 H22年比7％以上の節電要請を行ったことによる節電量の増

③気温影響・その他
（注７）

- - ▲1 18 19 H22年の猛暑（32.5℃）に対し、H24最大需要日（30.5℃）の気温が低かった。また、8月と9月の需要格差など(注7)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - ▲6 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

152
(29.9%)

73
(14.9%)

▲16
(▲3.1%)

29
(6.0%)

45
(9.1 %)

要解消ギャップ
3%控除予備率 26.9% 11.9% ▲6.1% 3.0% 9.1%

北海道電力（ピーク需要日及び最小予備率日(9/18)）

（注１）苫東厚真4号機（石炭、70万kW）については、ボイラー主蒸気管他に使用している高クロム鋼のクリープ強度の使用限界による設備寿命に伴い、保安上の観点から、今夏に定期事業者検査を実施。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）新冠発電所の水車羽根の軸受けの補修作業による停止に伴う減。
（注４）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月３１日、昨年：９月１６日）における実績。

（注５）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注６）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケースがあり、それについては需要側での抑制として考慮（▲1万kW）
（注７）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

H１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（８月２２日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 247 0 0 0 0

火力 1,194 972 1,252 1,248 ▲4

うち常設されている
火力

1,194 912 1,101 1,088 ▲12東新潟港1,2号における海水温度上昇に伴う復水器性能低下による出力抑制など

うち長期停止
火力の再稼働

- 35 35 35 0

うち緊急設置源 - 0 87 88 0

うち自家発電買取 0 25 (注６) 29 37 +8当日の自家発購入増

水力 185 (注１) 120 (注１)（注２） 144 (注１) 134 ▲10渇水に伴うダム水位低下による発電減や新潟・福島豪雨で停止した発電所の発電見込み差など

揚水（注３） 69 (注１) 25 71 71 0

地熱・太陽光 12 13 16 (注７) 22 +6地熱の蒸気量が想定を下回ったことによる出力減や日射量に恵まれたことによる太陽光の増など

融通 0 162 0 0 0

新電力への供給等（注４） ▲49 11 ▲7 ▲7 0

供給力 計 1,658 1,303 1,475 1,468 ▲7

融通前供給力 計 (1,658) (1,141) (1,475） (1,468) (▲7)

需要想定
（①、②、③加味）

1,557 1,246 1,434 1,364 ▲70

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - （1,422） - -

①経済影響等 - - 22 3 ▲19想定していたGDPの伸び率の差異(2010→2012年度:2.5%→2.2%)や輸出関連業種を中心とした生産減少など

②定着節電 - - ▲50 ▲80 ▲30可能な限りの節電要請を実施したことにより、今夏の節電が想定以上に拡大

③気温影響・その他
（注５）

- - ▲95 ▲116 ▲21
H22年の猛暑（35.0℃）に対し、H24最大需要日当日（34.8℃）の気温が低かった
震災により減少した需要の復興見込み差など(注５)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - ▲12 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

101
(6.5%)

57
(4.6%)

41
(2.9%)

104
(7.6%)

+63
(+4.7%)

要解消ギャップ
3%控除予備率 3.5% 1.6% ▲0.1% 4.6% +4.7%

東北電力（ピーク需要日(8/22)）

（注１）新潟・福島集中豪雨による発電所停止に伴う減。
（注２）過去３０年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月５日、昨年：８月９日）における実績。
（注４）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注５）気象影響分の他，過去のＨ１／Ｈ３比率の実績から、最大電力需要（Ｈ１）に割り戻した際に生じた差分の他，震災による被害甚大エリアの需要減少および復興需要の見込み差なども含まれる。
（注６）自家発発電の買取の代わりに，自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケースがあり，それについては需要側での抑制として考慮（▲７万ｋＷ）。
（注７）風力からの受電を含む。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②最小予備率
日（９月１８日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 247 0 0 0 0

火力 1,194 972 1,252 1,124 ▲128

うち常設されている
火力

1,194 912 1,101 994 ▲106
東新潟港1,2号における海水温度上昇に伴う復水器性能低下による出力抑制
東新潟3号系列(3-1系)における復水器海水系統点検清掃による出力抑制
新潟4号定検停止，東新潟3号系列の一部(3-2GT)定検停止，酒田共火2号定検停止，IPP糸魚川自主点検停止 など

うち長期停止
火力の再稼働

- 35 35 35 0

うち緊急設置源 - 0 87 65 ▲23八戸5号のガスタービン付属弁電気回路接触不良のための停止

うち自家発電買取 0 25 (注６) 29 30 +1当日の自家発購入増

水力 185 (注１) 120 (注１)（注２） 144 (注１) 103 ▲41 渇水に伴うダム水位低下による発電減や新潟・福島豪雨で停止した発電所の発電見込み差など

揚水（注３） 69 (注１) 25 71 26 ▲45下池ダム水位低下中における第二沼沢の緊急運転(出力抑制での運転)や，電源開発下郷の一部補修停止

地熱・太陽光 12 13 16 (注７) 20 +4地熱の蒸気量が想定を下回ったことによる出力減や日射量に恵まれたことによる太陽光の増など

融通 0 162 0 60 +60応援融通受電(東京：+35万kW、関西：+25万kW)

新電力への供給等（注４） ▲49 11 ▲7 5 +12卸取引所活用など

供給力 計 1,658 1,303 1,475 1,338 ▲137

融通前供給力 計 (1,658) (1,141) (1,475） (1,278) (▲197)

需要想定
（①、②、③加味）

1,557 1,246 1,434 1,278 ▲156

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - （1,422） - -

①経済影響等 - - 22 3 ▲19想定していたGDPの伸び率の差異(2010→2012年度:2.5%→2.2%)や輸出関連業種を中心とした生産減少など

②定着節電 - - ▲50 ▲80 ▲30可能な限りの節電要請を実施したことにより、今夏の節電が想定以上に拡大

③気温影響・その他
（注５）

- - ▲95 ▲202 ▲107
H22年の猛暑（35.0℃）に対し、H24最小予備率日（34.2℃）の気温が低かった
震災により減少した需要の復興見込み差、8月と9月の需要格差など(注５)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - ▲12 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

101
(6.5%)

57
(4.6%)

41
(2.9%)

60
(4.7%)

+19
(+1.8%)

要解消ギャップ
3%控除予備率 3.5% 1.6% ▲0.1% 1.7% +1.8%

東北電力（最小予備率日(9/18)）

（注１）新潟・福島集中豪雨による発電所停止に伴う減。
（注２）過去３０年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月５日、昨年：８月９日）における実績。
（注４）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注５）気象影響分の他，過去のＨ１／Ｈ３比率の実績から、最大電力需要（Ｈ１）に割り戻した際に生じた差分の他，震災による被害甚大エリアの需要減少および復興需要の見込み差なども含まれる。
（注６）自家発発電の買取の代わりに，自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケースがあり，それについては需要側での抑制として考慮（▲７万ｋＷ）。
（注７）風力からの受電を含む。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（８月３０日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 1,070 376 0 0 0 -

火力 4,150 4,166 4,640 4,407 ▲233

うち常設されている
火力

4,102 3,855 4,189 4,004 ▲185補修作業(鹿島１Ｔ,富津４－２Ｔ) 等

うち長期停止
火力の再稼働

- 85 85 83 ▲2 -

うち緊急設置電源 - 87 221 192 ▲29補修作業（千葉３－１ＧＴ）

うち自家発電買取 48 139 145 128 ▲17当日の自家発購入減

水力 335 314 （注１）302 203 ▲99渇水による減

揚水（注２） 832 700 850 844 ▲6 -

地熱・太陽光 0 0 7 25 18日射量に恵まれたことによる増

融通 0 ▲40 0 0 0 -

新電力への供給等（注４） 25 ▲56 ▲28 ▲26 2新電力への供給減

供給力 計 6,412 5,460 5,771 5,453 ▲318 -

融通前供給力 計 (6,412) (5,500) (5,771） (5,453) (▲318) -

需要想定
（①、②、③加味）

5,999 4,922 5,520 5,078 ▲442 -

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - - - - -

①経済影響等 - - 141 112 ▲29
想定していたGDPの伸び率の差異(2010→2012年度:2.5%→2.2%)
機械産業を中心とした生産の弱含み等、経済活動の停滞による減

②定着節電 - - ▲610 ▲795 ▲185需給調整契約の拡充や継続的な節電のお願いなどによる、節電意識向上による減

③気温影響・その他
（注５）

- - ▲10 ▲238 ▲228 2010年猛暑（35.7℃）を想定していたが、今夏の最大需要日当日は35.0℃による減など

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - - - - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

413
(6.9％)

538
(10.9％)

251
(4.5%)

375
(7.4%)

124
(2.9%)

-

要解消ギャップ
3%控除予備率 3.9% 7.9% 1.5% 4.4% 2.9% -

東京電力（ピーク需要日及び最小予備率日(8/30)）

（注１）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注２）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注３）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：７月２３日、昨年：８月１８日）における実績。
（注４）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注５）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

H１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（７月２７日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 274 0 0 0 0 -

火力 2,124 2,219 2,342 2,186 ▲156 -

うち常設されている
火力

2,124 2,171 2,294 2,173 ▲121
需給安定に伴う停止（武豊3・4号、西名古屋4号）、増出力未実施、新名古屋火力８系第１軸補修停止
上越火力１号系列第２軸建設試運転、自家発余剰購入増

うち長期停止
火力の再稼働

- 48 48 13 ▲35需給安定に伴う停止（武豊2号機）

うち緊急設置源 - 0 0 0 0 -

うち自家発電買取 0 0 0 0 0 -

水力 147 176 143 153 10出水に恵まれたことによる増

揚水（注３） 411 399 399 382 ▲17高根第一３号補修停止等

地熱・太陽光 0 0 8 22 14日射量に恵まれたことによる増

融通 0 0 ▲100 ▲56 44関西電力：▲36、九州電力：▲20

新電力への供給等（注４） 32 5 ▲7 ▲25 ▲18卸電力取引所への売電増

供給力 計 2,988 2,799 2,785 2,662 ▲123 -

融通前供給力 計 (2,988) (2,799) (2,885) (2,718) (▲167) -

需要想定
（①、②、③加味）

2,709 2,520 2,648 2,478 ▲170 -

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - - - - -

①経済影響等 - - 29 35 6自動車産業の上期好調等

②定着節電 - - ▲97 ▲200 ▲103数値目標付きの節電要請等が、節電意識の向上につながり、多くの需要家が節電に協力。

③気温影響・その他
（注6） - - 7 ▲66 ▲73

２０１０年並みの猛暑（35.6℃）に対して、今夏の最大需要日当日気温（36.6℃）は高かったが、湿度が低かったことによる需要減。
(注６)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - - - - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

278
(10.3%)

278
(11.0%)

137
(5.2%)

184
(7.4%)

47
(2.2%)

-

要解消ギャップ
3%控除予備率 7.3% 8.0% 2.2% 4.4% 2.2% -

中部電力（ピーク需要日(7/27)）

（注１）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケース等があり、それらについては需要側での抑制として考慮（需給検証委時点▲10万kW、実績▲16万kW）。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。

（注４）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月２４日、昨年：８月１０日）における実績。
（注５）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注６）気象影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

Ｈ１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。

（注1） （注1）

（注2）
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②最小予備率
日（８月３０日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 274 0 0 0 0 -

火力 2,124 2,219 2,342 2,213 ▲129 -

うち常設されている
火力

2,124 2,171 2,294 2,200 ▲94
需給安定に伴う停止（武豊3，4号、西名古屋4号）、増出力未実施
川越火力１号等出力抑制、上越火力１号系列第２軸建設試運転、自家発余剰購入増

うち長期停止
火力の再稼働

- 48 48 13 ▲35需給安定に伴う停止（武豊2号機）

うち緊急設置源 - 0 0 0 0 -

うち自家発電買取 0 0 0 0 0 -

水力 147 176 143 128 ▲15渇水による減

揚水（注３） 411 399 399 387 ▲12渇水による貯水池運用水位低下に伴う減

地熱・太陽光 0 0 8 8 0 -

融通 0 0 ▲100 ▲121 ▲21関西電力：▲76、九州電力：▲45

新電力への供給等（注４） 32 5 ▲7 ▲43 ▲36卸電力取引所への売電増

供給力 計 2,988 2,799 2,785 2,572 ▲213 -

融通前供給力 計 (2,988) (2,799) (2,885) (2,693) (▲192) -

需要想定
（①、②、③加味）

2,709 2,520 2,648 2,440 ▲208 -

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - - - - -

①経済影響等 - - 29 35 6自動車産業の上期好調等

②定着節電 - - ▲97 ▲200 ▲103数値目標付きの節電要請等が、節電意識の向上につながり、多くの需要家が節電に協力。

③気温影響・その他
（注6） - - 7 ▲104 ▲111

２０１０年並みの猛暑（35.6℃）に対して、今夏の最小予備率日（35.4℃）は若干低かったが、湿度が低かったことによる需要減。
(注６)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - - - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

278
(10.3%)

278
(11.0%)

137
(5.2%)

132
(5.4%)

▲5
(0.2%)

-

要解消ギャップ
3%控除予備率 7.3% 8.0% 2.2% 2.4% 0.2 -

中部電力（最小予備率日(8/30)）

（注１）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケース等があり、それらについては需要側での抑制として考慮（需給検証委時点▲10万kW、実績▲16万kW）。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。

（注４）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月２４日、昨年：８月１０日）における実績。
（注５）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注６）気象影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

Ｈ１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。

（注1） （注1）

（注2）
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（８月３日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 838 337 0 237 +237大飯３・４号機再稼働に伴う増

火力 1,680 1,754 1,923 1,900 ▲22 -

うち常設されている
火力

1,589 1,699 1,787 1,749 ▲37需給安定に伴う停止（相生１号）、他社火力の発電差異

うち長期停止
火力の再稼働

- 0 45 45 0 -

うち緊急設置源 - 0 2 1 ▲1 -

うち自家発電買取 91 55 (注１)89 106 +16当日の自家発購入増

水力 232 273 （注２）254 303 +49出水に恵まれたことによる増

揚水（注３） 447 465 239 356 +117需要減・供給力増に伴う増

地熱・太陽光 0 0 5 19 +14日射量に恵まれたことによる増

融通 0 76 110 160 +50融通受電の増(中部：+6万kW、北陸：+4万kW、中国：+40万kW)

新電力への供給等（注４） 74 41 11 17 +6新電力からの受電増等

供給力 計 3,271 2,947 2,542 2,992 +450 -

融通前供給力 計 (3,271) (2,871) (2,432） (2,832) (+400) -

需要想定
（①、②、③加味）

3,095 2,784 3,015 2,682 ▲333 -

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - （2,987） - - -

①経済影響等 - - 14 ▲23 ▲37関西の地域の経済は、電気機械や一般機械をはじめ、厳しい状況。

②定着節電 - - ▲117 ▲ 368 ▲251計画調整契約の大幅増、数値目標▲１０％実施

③気温影響・その他
（注７）

- - 23 ▲22 ▲45
２０１０年猛暑並（当日最高気温36.6℃、累積５日最高気温36.5℃）に対して、今夏の最大需要日（当日最高気温36.7℃、累積５日
最高気温36.4℃）はほぼ同水準であるものの、湿度が低かったこと（累積５日露点温度▲1.9℃）による需要減。(注7)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - ▲28 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

176
(5.7％)

163
(5.9％)

▲473
(▲15.7%)

310
(11.6%)

+783
（+27.3%）

要解消ギャップ
3%控除予備率 2.7％ 2.9％ ▲18.7％ 8.6％ －

関西電力（ピーク需要日(8/3)）

（注１）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケース等があり、それらについては需要側での抑制として考慮（▲19万kW）。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注４）系統のつながりの関係で、関電管内の淡路島で四国電力から通常受電している分等が含まれている。
（注５）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月１９日、昨年：８月９日）における実績。
（注６）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注７）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

H１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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（供給力内訳）

一昨年
夏実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②最小予備率
日（８月１７日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 838 337 0 237 +237 大飯３・４号機再稼働に伴う増

火力 1,680 1,754 1,923 1,678 ▲245 -

うち常設されている
火力

1,589 1,699 1,787 1,567 ▲218
需給安定に伴う停止(▲143万kW：相生1号、海南1号、海南４号)、点検作業による停止・出力抑制等(▲60万kW：御坊3号、堺港4
号、他社火力の発電差異)、設備故障による出力抑制(▲15万kW：赤穂2号)

うち長期停止
火力の再稼働

- 0 45 0 ▲45 需給安定に伴う停止（海南2号）

うち緊急設置源 - 0 2 5 +3 -

うち自家発電買取 91 55 (注１)89 104 +15 当日の自家発購入増

水力 232 273 （注２）254 294 +40 出水に恵まれたことによる増

揚水（注３） 447 465 239 374 +135 需要減・供給力増に伴う増

地熱・太陽光 0 0 5 16 +11 日射量に恵まれたことによる増

融通 0 76 110 128 +18 融通受電の増(中部：▲5万kW、北陸：+3万kW、中国：+20万kW)

新電力への供給等（注４） 74 41 11 16 +4 新電力からの受電増等

供給力 計 3,271 2,947 2,542 2,743 +201 -

融通前供給力 計 (3,271) (2,871) (2,432） (2,615) (+183) -

需要想定
（①、②、③加味）

3,095 2,784 3,015 2,522 ▲493

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - （2,987） - -

①経済影響等 - - 14 ▲23 ▲37 関西の地域の経済は、電気機械や一般機械をはじめ、厳しい状況。

②定着節電 - - ▲117 ▲368 ▲251 計画調整契約の大幅増、数値目標▲１０％実施

③気温影響・その他
（注７）

- - 23 ▲182 ▲205
２０１０年猛暑並（当日最高気温36.6℃、累積５日最高気温36.5℃）に対して、今夏の最小予備率日（当日最高気温36.5℃、累積５
日最高気温35.0℃）は、累積５日最高気温が低かったことによる需要減。(注7)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - ▲28 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

176
(5.7％)

163
(5.9％)

▲473
(▲15.7%)

221
(8.8%)

+694
(+24.5%)

要解消ギャップ
3%控除予備率 2.7％ 2.9％ ▲18.7％ 5.8% -

関西電力（最小予備率日(8/17)）

（注１）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケース等があり、それらについては需要側での抑制として考慮（▲19万kW）。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注４）系統のつながりの関係で、関電管内の淡路島で四国電力から通常受電している分等が含まれている。
（注５）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月１９日、昨年：８月９日）における実績。
（注６）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注７）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

H１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分およびお盆の影響分。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（8月22日） ②‐① 備考（差分理由等）

原子力 162 0 0 0 0

火力 435 438 438 440 2

うち常設されている
火力

435 436 436 438 2富山新港火力発電所石炭1，2号機 高発熱量炭への炭種変更ほか

うち長期停止
火力の再稼働

- - - - -

うち緊急設置源 - 0 0 0 0

うち自家発電買取 0 2 (注5)2 2 0

水力 152 159 (注1)(注2)136 133 ▲3渇水による減

揚水 11 11 11 11 0

地熱・太陽光 0 0 0 3 3日射量に恵まれたことによる増

融通 ▲20 ▲1 ▲6 ▲10 ▲4融通送電の増（関西電力へ4万kW送電増）

新電力への供給等 ▲78 ▲7 ▲1 ▲1 0

供給力 計 662 600 578 576 ▲2

融通前供給力 計 (682) (601) (584) (586) 2

需要想定
（①、②、③加味）

573 533 558 526 ▲32

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - ‐ - -

①経済影響等 - - 4 ▲4 ▲8想定していたGDPの伸び率の差異(2010→2012年度:2.5%→2.2%)や機械産業などの生産減少

②定着節電 - - ▲21 ▲27 ▲6計画調整契約の拡充や節電意識向上による減

③気温影響・その他
（注６）

- - 2 ▲16 ▲18
２０１０年並みの猛暑（36.3℃）に対して、今夏の最大需要日当日（35.9℃）は低かったこと、及び湿度が低かったことによる需要減。
(注7)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - - - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

89
(15.5%)

67
(12.5%)

20
(3.6%)

50
(9.4%)

30
(5.8%)

要解消ギャップ
3%控除予備率 12.5% 9.5% 0.6% 6.4% 5.8%

北陸電力（ピーク需要日(8/22)）

（注１）五条方発電所・片貝川第四発電所の土砂による水車の摩耗等の補修作業による停止に伴う減。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月５日、昨年：８月９日）における実績。
（注４）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注５）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケースがあり、それについては需要側での抑制として考慮（▲1万kW）。
（注６）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

H１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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（供給力内訳）

一昨年
夏実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②最小予備率
日（8月17日） ②‐① 備考（差分理由等）

原子力 162 0 0 0 0

火力 435 438 438 335 ▲103

うち常設されている
火力

435 436 436 334 ▲102 需給運用停止ほか

うち長期停止
火力の再稼働

- - - - -

うち緊急設置源 - 0 0 0 0

うち自家発電買取 0 2 (注5)2 1 ▲1 旧盆期間のため受電減

水力 152 159 (注1)(注2)136 151 15 出水に恵まれたことによる増

揚水（注３） 11 11 11 11 0

地熱・太陽光 0 0 0 2 2 日射量に恵まれたことによる増

融通 ▲20 ▲1 ▲6 ▲8 ▲2融通送電の増（関西電力へ3万kW送電増、九州電力へ1万kW送電減）

新電力への供給等 ▲78 ▲7 ▲1 ▲12 ▲11取引・融通量変化等

供給力 計 662 600 578 479 ▲99

融通前供給力 計 (682) (601) (584) (487) ▲97

需要想定
（①、②、③加味）

573 533 558 456 ▲102

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - ‐ - -

①経済影響等 - - 4 ▲4 ▲8想定していたGDPの伸び率の差異(2010→2012年度:2.5%→2.2%)や機械産業などの生産減少

②定着節電 - - ▲21 ▲27 ▲6計画調整契約の拡充や節電意識向上による減

③気温影響・その他
（注６）

- - 2 ▲86
（注７）

▲88
旧盆明けのための定需要影響に加え、２０１０年並みの猛暑（36.3℃）に対して、今夏の最小予備率日（33.5℃）は低かったことに
よる需要減。(注５)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - - - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

89
(15.5%)

67
(12.5%)

20
(3.6%)

23
(5.0%)

3
(1.4%)

要解消ギャップ
3%控除予備率 12.5% 9.5% 0.6% 2.0% 1.4%

北陸電力（最小予備率日(8/17)）

（注１）五条方発電所・片貝川第四発電所の土砂による水車の摩耗等の補修作業による停止に伴う減。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月５日、昨年：８月９日）における実績。
（注４）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注５）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケースがあり、それについては需要側での抑制として考慮（▲1万kW）。
（注６）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分や

H１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
（注７）経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、最小予備率日の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分に加えて気温影響分、

旧盆明けのための低需要影響分をまとめて記載。 11



（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（８月３日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 0 81 0 0 0 -

火力 1,039 989 1,070 1,078 8 -

うち常設されている
火力

1,034 986 1,070 1,071 1下関２号機の運用制約（取放水口温度差）の解消による増

うち長期停止
火力の再稼働

- - - - - -

うち緊急設置源 - - - - - -

うち自家発電買取 5 3 （注1）0 7 7自家発の実績増

水力 56 51 （注2）49 55 6出水に恵まれたことによる増

揚水（注３） 124 148 165 159 ▲6昼間の発電時間が長くなったことによる減

地熱・太陽光 0 0 4 23 19日射量に恵まれたことによる増

融通 20 ▲72 ▲49 ▲104 ▲55融通送電の増（関西：▲40万ｋW，九州：▲15万ｋW）

新電力への供給等 32 ▲9 ▲3 ▲14 ▲11卸電力取引所への売電増

供給力 計 1,272 1,188 1,235 1,198 ▲37 -

融通前供給力 計 (1,252) (1,260) (1,284) (1,302) 18 -

需要想定
（①、②、③加味）

1,201 1,083 1,182 1,085 ▲97 -

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - - - -
-

①経済影響等 - - 8 ▲24 ▲32想定していたＩＩＰの伸び率の差異(2010→2012年度:3.2%→1.3%)や化学や鉄鋼等の産業用需要の減少などによる

②定着節電 - - ▲30 ▲52 ▲22節電要請により，お客さまの節電意識が高まったことなどによる

③気温影響・その他
（注５）

- - 3 ▲40 ▲43 2010年猛暑並み（最高気温36℃)を想定したが，今夏最大電力発生時の気温は35℃となり想定を下回ったことなどによる(注５)

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - - - - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

71
(5.9%)

105
(9.7%)

53
(4.5%)

113
(10.4%)

60
(5.9%)

-

要解消ギャップ
3%控除予備率 2.9% 6.7% 1.5% 7.4% 2.9% -

中国電力（ピーク需要日及び最小予備率日(8/3)）

（注１）自家発事業者の製造プロセスの稼働状況等に応じて発生する余剰電力を買取る契約のため，安定した供給力としては見込めない。
（注２）過去３０年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注４）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月２０日、昨年：８月９日）における実績。
（注5）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り戻した際に生じた差分やH１実績の差分をＨ３ベースの各

種要因で差異分析したことに伴う差分。
（注6）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（８月７日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 204 113 0 0 0

火力 448 449 488 489 1

うち常設されている
火力

448 436 453 451 ▲2他社火力受電実績減など

うち長期停止
火力の再稼働

- 0 22 22 0

うち緊急設置電源 - 0 0 0 0

うち自家発電買取 0 13 13 16 3当日の自家発購入増

水力 64 69 (注１)60 68 8出水に恵まれたことによる増

揚水（注２） 52 52 52 52 0

地熱・太陽光 0 0 2 7 5日射量に恵まれたことによる増

融通 0 ▲4 0 0 0

新電力への供給等（注３） ▲67 ▲64 ▲15 ▲13 2淡路島への融通減など

供給力 計 702 615 587 603 16

融通前供給力 計 （702） （619） （587） （603） （16）

需要想定
（①、②、③加味）

597 544 585 526 ▲59

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - （585） - -

①経済影響等 - - 1 ▲7 ▲8想定していたＩＩＰの伸び率の差異(2010→2012年度:3.2%→1.3%)や大口（紙・パルプや機械等）の操業減など

②定着節電 - - ▲16 ▲45 ▲29お客さまの節電意識の高まりによる節電影響の増

③気温影響・その他
（注６）

- - 3 ▲19 ▲22
2010年猛暑並（当日最高気温35.0℃、前5日最高気温平均35.3℃）の想定に対し、当日最高気温は+0.5℃となったが、高気温の累
積効果を評価する前5日最高気温平均が▲1.3℃となったことから気温影響はマイナスとなった

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - 0 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

105
（17.6％)

71
（13.1％）

2
（0.3％）

77
（14.6％）

76

要解消ギャップ
3%控除予備率 14.6% 10.1％ ▲2.7％ 11.6% -

四国電力（ピーク需要日(8/7)）

（注１）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注２）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注３）系統のつながりの関係で、関電管内の淡路島で四国電力から通常送電している分等が含まれている。
（注４）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月２０日、昨年：８月９日）における実績。
（注５）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注６）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り

戻した際に生じた差分やH１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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（供給力内訳）

一昨年
夏実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②最小予備率
日（7月27日） ②‐① 備考（差分理由等）

原子力 204 113 0 0 0

火力 448 449 477 469 ▲8

うち常設されている
火力

448 436 442 452 10 当該日作業なし

うち長期停止
火力の再稼働

- 0 22 0 ▲22 運用停止

うち緊急設置電源 - 0 0 0 0

うち自家発電買取 0 13 13 18 5 当日の自家発購入増

水力 64 69 (注１)62 67 5 出水に恵まれたことによる増

揚水（注２） 52 52 52 52 0

地熱・太陽光 0 0 2 4 2日射量に恵まれたことによる増

融通 0 ▲4 0 0 0

新電力への供給等（注３） ▲67 ▲64 ▲14 ▲13 1淡路島への融通減など

供給力 計 702 615 579 580 1

融通前供給力 計 （702） （619） （579） （580） （1）

需要想定
（①、②、③加味）

597 544 585 514 ▲71

需要想定
（①、②、③、④加味）

- - （585） - -

①経済影響等 - - 1 ▲7 ▲8想定していたＩＩＰの伸び率の差異(2010→2012年度:3.2%→1.3%)や大口（紙・パルプや機械等）の操業減など

②定着節電 - - ▲16 ▲45 ▲29 お客さまの節電意識の高まりによる節電影響の増

③気温影響・その他
（注６）

- - 3 ▲30 ▲34
2010年猛暑並（当日最高気温35.0℃、前5日最高気温平均35.3℃）の想定に対し、当日最高気温は▲0.7℃、高気温の累積効果を
評価する前5日最高気温平均は▲2.5℃となったことから気温影響はマイナスとなった

④随時調整契約
（実効率等加味後）

- - 0 - -

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

105
（17.6％）

71
（13.1％）

▲6
（▲1.0％）

66
（12.8％）

72

要解消ギャップ
3%控除予備率 14.6％ 10.1％ ▲4.0％ 9.8％ -

四国電力（最小予備率日(7/27)）

（注１）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注２）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注３）系統のつながりの関係で、関電管内の淡路島で四国電力から通常送電している分等が含まれている。
（注４）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月２０日、昨年：８月９日）における実績。
（注５）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注６）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（H3）をベースに算出しているため、過去のH１／H3比率の実績から、最大電力需要（H１）に割り

戻した際に生じた差分やH１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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（供給力内訳）

一昨年夏
実績
（ピーク
需要日）

昨夏実績
（ピーク
需要日）

今夏

①需給検証
委員会５月

②ピーク需要
日（７月２６日）

②‐① 備考（差分理由等）

原子力 478 176 0 0 0 －

火力 1,115 1,126 1,245 1,234 ▲11 －

うち常設されている
火力

1,115 1,126 1,191 1,184 ▲ 7離島需要減による出力減など

うち長期停止
火力の再稼働

－ 0 38 38 0 －

うち緊急設置源 － 0 1 1 0 －

うち自家発電買取 0 0 (注1) 15 11 ▲ 4自家発からの受電減

水力 117 125 (注2) 110 136 ＋26出水に恵まれたことによる増

揚水 （注3） 170 230 (注4) 150 165 ＋15需要減・供給力増に伴う増

地熱・太陽光 17 16 23 36 ＋13太陽光日射量に恵まれたことによる増

融通 0 0 45 46 ＋ 1他社からの融通受電増

新電力への供給等 ▲2 ▲2 2 10 ＋ 8卸電力取引所等からの調達増

供給力 計 1,895 1,671 1,574 1,626 ＋52 －

融通前供給力 計 (1,895) (1,671) (1,529) (1,580) (＋51) －

需要想定
（①、②、③加味）

1,750 1,544 1634 1,521 ▲113

需要想定
（①、②、③、④加味）

－ － (1,610) (1,497) (▲113) －

①経済影響等 － － 15 4 ▲11想定していたＩＩＰの伸び率の差異(2010→2012年度:3.2%→1.3%)や大口（窯業土石、電気機械等）の新増設減など

②定着節電 － － ▲123 ▲189 ▲66数値目標▲10％実施

③気温影響・その他
（注７）

－ － ▲8 ▲44 ▲36
今夏は想定に使用した気温（2010年並み猛暑：34.8℃）より、時間最大電力発生日の最高気温（33.5℃）が1.3℃低かったことによる
需要減
（注7）

④随時調整契約
（実効率等加味後）

－ － ▲24 － － －

需給ギャップ
（予備率）

（①、②、③加味）

145
（8.3％）

127
（8.3％）

▲60
（▲3.7％)

106
(6.9％)

＋166
－

要解消ギャップ
3%控除予備率 5.3％ 5.3％ ▲6.7％ 3.9％ －

九州電力（ピーク需要日及び最小予備率日(7/26)）

（注１）自家発発電の買取の代わりに、自家発電の焚き増しによる需要抑制を契約の条件とした需給調整契約を締結するケース等があり、それらについては需要側での抑制として考慮（▲11万kW）。
（注２）過去30年間のうち出水が低かった下位５日の平均値（月単位）で評価。
（注３）需要及び揚水を除く供給力に応じて、揚水供給力は増減する。
（注４）４／３以降は、揚水の運転必要時間を考慮、ロードカーブを精査し、反映。
（注５）一昨年夏、昨夏実績は、夏季最大電力発生日（一昨年：８月２０日、昨年：９月１日）における実績。
（注６）四捨五入の関係で合計等が合わない場合がある。
（注７）気温影響分の他、経済影響等、定着節電については上位３日分の電力需要平均値（Ｈ３）をベースに算出しているため、過去のＨ１／Ｈ３比率の実績から、最大電力需要（Ｈ１）に割り戻した際に生じた差分

やＨ１実績の差分をＨ３ベースの各種要因で差異分析したことに伴う差分。
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関西電力の計画調整契約が昨年に比べて93万ｋＷ増えた要因

・今夏、節電のお願いに大口約７０００件全数を早期から訪問。また、多い需要家では５回以上の訪問を実施。

加えて、本社説明、業界団体への説明といった活動も丁寧かつ継続的に実施。

・昨夏は、５月下旬に慫慂を開始。需要家の検討期間が約１ヶ月しかなく、また、需要家の操業計画策定時期を大幅に

過ぎていたこともあり契約数が伸びず。他方、今夏は３月中旬から慫慂を開始することで約３．５ヶ月間の検討期間を確保。

・メニューの拡充により、需要家の選択肢が広がり、契約件数増加のきっかけになったものと推察。

ピーク時間調整特約
・１日・時間単位での負荷調整でも加入できるよう加入要件を緩和

・確実な負荷調整に対する割引単価の引き上げ（未達成時にペナルティあり）

休日特約 ・適用期間中に１０日以上平日から休日への操業シフトを行った場合、割引単価を引き上げ

6/10
節電要請

7/1
節電開始

5/26
慫慂開始

3/中旬
慫慂開始

5/19
節電要請

7/2
節電開始

約１ヶ月間

今夏（Ｈ２４夏）

昨夏（Ｈ２３夏）

（需要家）
操業計画
策定時期

昨年に比べ約２ヶ月間の検討期間を確保

約３．５ヶ月間

活動ステップ①※1 活動ステップ②※2

○今夏関西電力の計画調整契約は、以下の要因に加え需要家の「計画停電を回避したい」という意向
も加わり、７月以降大幅に増加（3,609件・約193万ｋW（昨夏：1,709件・約100万ｋW））。

①早期慫慂開始による需要家の検討時間確保

③メニューの拡充

②大口全件直接訪問等きめ細やかな説明

※1 ：活動ステップ① 「（厳しさは理解するものの、）節電要請内容が明確でないため判断はできない」
等の声があり、計画調整契約加入は、「検討は開始するが、今夏の需給の公表
結果を見て判断する」という需要家が多数。

※2 ：活動ステップ②今夏の需給状況が昨夏以上に厳しいことが検証委員会でも明らかになり、
節電要請内容も計画停電の準備を含め公表するとともに、計画調整契約を拡充
し、機器稼働時間変更や操業日の休日シフト等について、昨夏以上に一歩踏み込
んだ検討を依頼。
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九州電力が今年9月に実施したアンケート調査のうち「Q3：節電行
動を実施するに当たって、ご苦労されたことがあればご記入くださ
い」（自由回答）に対する全回答（479件）は以下のとおり。

Q3．節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたことがあればご記入ください。

節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

 ◆ 暑さと健康上の問題（222件）

暑くて気分が悪くなりそうなこともあった

エアコンを我慢する。

暑いのを我慢した

暑さには勝てません

どうしても暑い時は、エアコンをつけていいか非常に迷った。

暑さ

夏暑く冬寒い

熊本は暑い上に湿度も高いので、昼間にクーラーを入れないのは拷問に近かった

夏の昼間はさすがに暑かった

猛暑の日は暑さで作業効率が落ちる

やっぱり真夏でしょうね。あとは外から帰ってきたら・・・

近年夏季の日中の気温上昇が高く、エアコンをつけなければ身体的に辛い

九州在住なので暑さが厳しく、エアコンを付けずに我慢するのが大変だった

寝苦しい。

部屋がなかなか冷えない

健康を害するまで冷房を我慢した

エアコンをつけないため、日中蒸し暑かった

エアコン28度と扇風機でのりきりました！

最初は暑い

暑さに耐える

暑さに負けそうになった

多少暑さを感じたが我慢した

２８℃は暑い。もう少し下げないと。。。

昼間の暑さをどうしのぐか。

エアコンを切るとあつかった

がまん

とにかく暑かったです

我慢が必要

今年の夏は特に暑かった。

暑さに耐えられないことがあった

あつかった

暑い

暑かった。

暑さを我慢すること

暑さにがまん

アンケート概要

○実施対象：九州７県に住む20代～60代の男女1000名

○実施時期：平成24年9月21日～9月25日

別添８



節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

暑さを我慢できない

暑さ対策

暑いときは暑いので、結局は冷房をつける。

暑さを我慢することに苦労した

日中どうしても暑くてエアコンをつけざるおえなかった。

暑いと限界。

暑さがきついので制汗シートを大量に使った。

蒸し暑さ！！

暑さが我慢できない

昼間の暑い日に、エアコンを我慢するのは結構辛い。

我慢できずに早めにエアコンをつけたことがあります。

今年は、夏にエアコンを使用しなかった。

エアコンを28度にするのは苦労した。扇風機も併用しないと出来ないと感じた。

我慢できる暑さは我慢する。

暑かった。

暑さの我慢

２８℃は暑すぎてダメ

とにかく暑かった。

夏の暑さ。

今年は暑かったので寝るときたいへんだった

我慢が大変

暑さ対策。

エアコンは、室温３２℃以上になるまでひたすら我慢した。

暑さがまん

寝苦しかった

クーラーから扇風機に切り替えたが蒸し暑く我慢できなかった

何しろ、暑かった

今年は暑くても、扇風機すら使わなかった。

暑かった

夜の暑さ

エアコン温度が高く、日によっては暑くてつらい事もあった。

やはり暑さ対策

夏の暑さをどこまで我慢できるか考えるのがストレスになるかも

ある程度我慢したこと

エアコンの温度設定、

我慢に対し、扇風機での対応が厳しい時もあった。

今年の夏も暑かった

暑い

暑いときも我慢したこと

暑かった

暑さが厳しいときは、シャワー(水)を浴びた。

エアコンをつけず我慢した

暑いのを我慢した。

日中エアコンを使わないのはかなり堪えました。

今までクーラー生活を何年もおくってきてたため一時的にしろ数時間扇風機生活はちょっと苦痛でしたね

エアコンの28度設定は、外から帰った直後はつらい

古い人間は我慢できる事が、若い人には苦痛

暑いとどうしてもエアコンの温度を下げがちだ

真夏の昼間はエアコンを使いたかった



節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

西日が当たってよる熱くて眠れなかった、妻が扇風機を嫌がるので困った

エアコンの使用をできるだけ控えたが、暑くて苦労した。

極度の暑さ寒さに耐えられるか

熱帯夜を扇風機で我慢したこと。

夏季日中の暑さがこたえた。

夏場はエアコン温度２８度は快適ではない

あつくて物事に集中できないこと。

エアコンを使う時間を減らしたため、暑さに耐えるのが大変だった。

暑い。

暑かった

エアコンが、28度では暑いときがある

暑かった

少しの時間だが手間がかかる。ずっとエアコンなしの生活をしてきたが暑くて作業に集中できないことや寒
くて精神的にきついこともあった。

八月の午後は扇風機だけではさすがに暑かった。

３部屋をエアコン１台だけの冷気で過ごすのは、さすがに暑かった。

とにかく暑い

あついときのがまん

エアコンを使わないので家にいると暑い

お昼はエアコンをつけないと、暑くて過ごし辛かった

暑さとの闘い

男性が暑さを我慢しないでバンバン使う。

エアコンの設定温度28℃は少し辛かった。

夏場は暑さをしのぐのが大変

暑い

暑い…。

暑すぎる。

エアコンの温度を28度にしても暑い

今年も暑かった

暑い

夏の昼間は、クーラーなしでは過ごせなかった。

寝苦しくて睡眠不足になった

エアコンの温度

少々の暑さは扇風機で耐えたが、少しきつかった日もあった。

蒸し暑くて寝苦しい夜もあった。

夏は暑い

今年は猛暑だったので、エアコンから扇風機への切り替えがなかなか大変だった。

日中は暑かった。

猛暑の中エアコンを使わずに過ごしたこと

夜ねむれない

暑い

エアコン設定２８度はつらい

夏の暑い時もできるだけ，エアコンをつけないように努力したこと。

暑い

エアコンを今年買い換えるまでは、十年来のエアコンを使ってましたが、電気の使用量が多いので、昼間
の暑い時間帯でも使用を控えましたが、かなりきつかったです。

暑いのにクーラーをつけれない

夜暑くてねられない

とにかく暑かった



節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

暑いときは大変だった

夜がやはりエアコンなしでは眠れず、どうしても付けたままにしていた。

夏のエアコンが我慢できない

扇風機では暑くてつらかった

夏は暑かった

あつかった

暑さに耐えれずエアコンのスイッチを入れてしまうことがありました。我慢にも限界があります。

あつい

自分はずっと家にいるのでエアコンなしで大丈夫だったが、昼ごはん時、主人が帰ってくるのでエアコンを
入れなければならなかった。その後、エアコンを止めるが、エアコンになれてから切ると余計暑さを感じ、
大変だった。

暑かった。

熱い

やはり暑いのにはめげそうになりました。

エアコンを我慢するのはきつい。

クーラーを控えた為毎日が熱く辛い夏だった

暑かった

クーラーなしでは夜眠れない。

暑い時のクーラーの節約は、高温の為に肌が痒くなるのでがまんできなくなる。みんながクーラー付ける
から外気温が高くなるのはわかっているけどやっぱりつけてしまう。

暑さにに我慢出来ず、エアコンをすぐ使用したくなった

防犯上、窓を開けて寝られないので、エアコンをつけないと寝苦しい

暑い時はやっぱりエアコンをつけたくなります。

エアコンを控えたので暑かった

今年の夏は特に猛暑で、日中の午後２時～４時までは、室内にいるときは、クーラーなしですご過ごすこと
はできなかった。

寝るのが遅くなる

エアコンはほとんど使わなかった。扇風機は使用した。暑かった。

暑いのを我慢していた

以前よりエアコンなど使わないようこころがけていましたが、更に節電となり結構今年の夏は例年よりきつい
という感じました

エアコンを1台にしたことでかなり暑かった

今までかなり低い温度で一日中ほぼ全部屋冷房をつけていたのでとにかく暑かったです

特にない。暑さはガマん

エアコン依存から脱却するのが大変

暑いので，エアコンを使うのを我慢した

暑いから気分が悪くなったので程々でエアコンを使った

特に暑くて昼間のクーラーの節電が余りできなかったこと

なるべくエアコンを使用しないように努力したが、今年は特に暑かった！つい使ってしまった。設定温度は
２８度をまもったけれど。

我慢あるのみ

今年の夏は暑さが厳しく、なるべくエアコンを使わず扇風機でしのごうとしたが到底無理で併用することが
多かった。

昼間の暑さを我慢するのが大変だった。

毎年のこの暑さには参る

日中のエアコン使用を減らすのがたいへんだった

エアコンは1部屋だけ使用していますが、設定温度がなかなか28度以上にできない。

エアコンをギリギリまで我慢してすごく汗だくになった

エアコンを我慢し過ぎて体調を崩し病気になった

ほとんどクーラーは使わなかった。

暑い時でもなるだけ節電した



節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

夏が暑かったのに、エアコンをあまりつけなかったこと。

暑くてたまらなかったけど、何とか切り抜けた。

暑さを我慢したこと

暖房なしで寒い

暑さの感じ方には個人差があり、節電と言って一律に温度設定をされると健康にも影響が出てくるように
なった。節電と健康だとやはり健康を取ってしまう。

熱中症

熱中症対策

日中はかなり暑かったので熱中症にならないようにかなり気をつけました。

熱中症になりそうだった

湿気や熱中症対策

限界点が分からない

熱中症。ピーク時は厨房内は41℃までなった。

部屋が暑くなりすぎて、脱水症状になった。

エアコンを我慢するのは熱中症の危険もあり、難しい。

ペットの熱中症に気をつけた

熱中症にならないようにエアコンの使用

計画停電の通知でストレスが溜まって、体調を壊した。

熱中症対策苦労した。

永年エアコンをなるべく使わない生活をしているが、今年は初盆でお客様が多くて、中には暑さに慣れな
い人が軽度の熱中症になった人が出た。

暑くて熱中症にかかるし、体調が悪くなった少し国は行き過ぎそんなに節電しなくても８０％～９０％以下
の電力使用日が多かった。

特にきつい事はなかったが、熱中症などには注意しないといけないと思った。

暑くて熱中症になった

慣れないエアコンの温度で生まれたばかりの息子に汗疹ができ悪化しケアが大変、古いエアコンで皆軽い
熱中症になりました。

エアコンの使用を控えたら、熱中症みたくなってしまい、体調が悪くなった。エアコンの我慢のしすぎはよく
ないと思った。

暑くて具合が悪くなった

室内犬を飼っていて、熱中症予防のため、日中なかなかエアコンを切れないこと。

暑さで熱中症の対策が大変だった

暑いのを我慢しすぎて熱中症になりかけた

熱中症が気になった

真夏の昼間にエアコンをいれずにいたら具合が悪くなることが何度かあった

冬の寒さは平気だが、夏の暑さは無理をしても体調を崩すのでその調整が。

やはり体調が悪い時にはできない

真夏は体力が必要になりますね。

日中の気温がかなり高くなるため，クーラーをどこで入れるか悩むことがあった。（熱中症と省エネとの関
係）

今年の夏は暑かったので、日中家でクーラーをつけなかったときは熱中症になりそうだった

エアコンを夏に出来るだけ28度と言われたが、家が古い為エアコンをつけても外気温と何ら変わりはなく、
子供が熱中症になりかけた。風呂桶に前日の冷めた湯があった為そこに入らせ無事でした。一緒に過ごし
ていれば簡単ですが仕事行ってたので携帯メールで知り教えたから、よかったですが・・・。

エアコンを使用しなかったので、汗が出て、べたべたなうえに体調がわるくなった

熱くて熱中症になりかけた。

熱中症対策

熱中症の心配

健康との兼ね合いが難しい。

日中は我慢しすぎると熱中症になるし、夕方からは防犯上窓を閉めなければならないのでエアコンをどうし
てもつけなくてはならなかった



節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

日中なるべく扇風機をつけて窓を開けようと思ったのですが、窓を開けると余計に熱気や湿気が増して困
りました。また、若干脱水状態になったようにも思います。

何処まで暑さを我慢して良いのか熱中症との兼ね合いで不安を感じました。

エアコン使用をやめて、熱中症の症状が出た。どこまで頑張れるか、の判断が難しい。

私は日中エアコンの効いた事務所にいたが、家にいる母はエアコンをつけずにいる事もあったようなので熱
中症が気になったのであまり我慢しないであまり暑かったらエアコンつけてねと言って仕事に行っていた。

真夏の昼間クーラーをつけないこと

 ◆ 家族の協力（61件）

家族全員が節電を意識していないこと。

家族がつけっぱなしにする。

家族から必要以上に節電を迫られて、侘びしい思いをしている（夜暗い中に一人で食事をする）。

不要な電気を消すこと。家族が多いとつい忘れているところがある。

周りの理解が得にくい。「どうせかわらない」という人間が多い。

子供が協力しない

皆が意識し、周りとの協力が重要と感じた。

同居家族の協調や同意。

自分が小まめに照明電気スイッチを消しても、家族がつけたままにしていることが多い。

家族に周知徹底がされてなかった

家族の協力

家族全員の節電意識統一がなかなか

家族の家にいる時間帯が違うので、徹底することが難しい。

夫婦で意見があわないときがある。

エアコンの設定温度で家族の中で差があった

家族の協力が不可欠だが難しい

家族の協力

家族一人ひとりが意識できなくて、消灯などの徹底ができなかった。

自分が何度コンセントを抜いても、他の人がコンセントを刺しっぱなしにしていたこと。

エアコンの設定温度を上げることへの、旦那さんの理解。

無関心で非協力的な家族がいること

家族には協力しない人がいる

主人が節電してくれない事

周りの協力

意見が合わない

家族の協力

自分は頑張っているのに、家族がうっかりする

家族で意見が一致しない。ケチだと言われる

家族の協力

子どもに何度言っても聞いてもらえず苦労した

家族に非協力的な人がいるとイライラの元になる。

家族の意識が低い

夫に協力を依頼するに当たり、家計費における電気代の割合などを説明しないといけなかったこと。

家族のいい加減さ。小さな事とばかにしているのか、私がやると思って甘えているのか、とにかく消し忘れが
腹立たしい。

夫が非協力的

エアコンの設定温度が家族とあわなくてこまった。

家族の感じ方の違い

エアコン使用の制限など，自分が我慢するのはかまわないけれど，家族に我慢させるのは心苦しいです。

家族の協力。

家族の協力は必至であるがなかなか実施が難しい時がある



節電行動を実施するに当たって、ご苦労されたこと

自分は我慢できても、家族に我慢を強いれない時がある。

子供なかなか協力してくれない。

家族が協力的でない

家族の協力

一人の時はエアコンをつけない。子供たちにも節電意識を徹底させる

家族みんなの協力が必要

自分が節電しても、ほかの家族に節電意識が薄いので、全体的にみると節電になっていない時がある。

家族がなかなか非協力的。私一人でせっせと節電している感じがする。

家族の協力が得られない

家族は２人だし、普段は仕事で日中は家に居る事は少ないが、娘家族が頻繁に来宅するので、小さい子
供もいるし、特にエアコンを使うなとは言えないし、使わないとかわいそう…主人がテレビ大好きなので、見
るなとは言えない

家族全員の協力が必要だがなかなか大変だった

特に苦労はないが、習慣化するまでに家族の協力が必要

家族そろって同じ気持ちでないとうまくいかない

家族の理解が得られること。

家族みんなの同意

エアコンの温度で、上げたい人との調節

自分以外の家族に浸透させること

家族の協力が得にくい

家族の協力

各人が出来る迄、何回も繰り返し言い続ける事。

親は早めの睡眠をも心掛けたが子供達は遅くまでＴＶを観ていた。中々うまくいかないモノ。

 ◆ 子ども・高齢者等への配慮（46件）

子供が小さいため、エアコンの温度を上げることが難しかった。

子供の汗疹がひどくなった

子供がいるので暑い日は苦労した

今年は子供が生まれたので日中の室温調整がクーラーを使わないわけには行かずそのほかの部分で節
電に気をつけた

子どもの熱中症

子供の熱中症対策

2歳児がいるためエアコンが必要だったこと

きゅうりや花は枯れた。ゴーヤーはできすぎた。室内犬がいるのでクーラーはタイマー運転した

幼児がいたため、室内の温度調節に苦慮した

犬を室内で飼育しており、外出するにも、エアコンをOFFできないこと。

子供が夏休みで家にいることが多いので節電にならない

ペットの熱中症に気をつけた

死にそうな老人がいるので、エアコンを使わざるを得ない

この夏節電に努力しそれなりの結果が得られましたが、ペットのほうが（犬＆猫）体調不良で病院通いでし
た。

ペットが気になった

日ごろの節電に、また節電どうなる高齢者

老人の保護

子供の快適な生活を守りながら節電すること

乳児がいるので、無理のない程度に心がけた。

エアコンをあまり使わないようにしたら子供のあせもがひどくなった。

子供がいるので様子をみながら

乳児がいるので、室内の温度などには気を使う

エアコンは子供が暑がってしまいあまりしすぎるとあせもになってしまうので調節が苦労した。

子供が動き回るので、扇風機じゃむり
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赤ちゃんがおり、すぐあせもができてしまうため、なかなかクーラーを消すことができなかった

エアコンの設定温度を例年より高くしたため、ペットの体温調節が狂った。

子供がいるのでエアコンは使用した網戸は猫にやられてボロボロで虫が入ってくるので締め切ることが多
かった

子供が小さいので、熱中症が気になった

暑さの我慢は限界があるということ小さい子がいるとあせもの心配がありました

赤ちゃんがいるので、エアコンの節電に苦労した

乳幼児がいるので我慢できる範囲でしか出来なかったこ

子供は動きたがる

日中はクーラーをいれないようにしていたので、子供がかわいそうだった。

暑さをどこまで我慢するか。大人は良くても小さい子供はすぐあせもができたりするので。

小さい子供がいるので、エアコンはなかなか我慢できない。

電気代の安い午前10時までにできる限り晩御飯の準備をすませるようにしたが、まだ小さな子供（1歳9か
月）がいるため思うようにはいかなかった。

子供がエアコンをつけたがった。

子供が小さいのですぐ電気をつけっぱなしにする

エアコンを夏に出来るだけ28度と言われたが、家が古い為エアコンをつけても外気温と何ら変わりはなく、
子供が熱中症になりかけた。風呂桶に前日の冷めた湯があった為そこに入らせ無事でした。一緒に過ごし
ていれば簡単ですが仕事行ってたので携帯メールで知り教えたから、よかったですが・・・。

自分はクーラーなしでも耐えられたが、子供は汗疹ができたりした。我慢しすぎもいけないのかなと思っ
た。

年をとったペットがいるためエアコンでの節電はできなかった

高齢者の熱中症対策

室内で犬を飼っている。昼間、出かけるとき犬のためにエアコンを使わざるを得ない。

後期高齢者がいるので、なかなか思うように節電できない

エアコンなしでは高齢の両親がいるのできつかった。実施しにくかった。

高齢の親がいるので、エアコンの設定温度などに配慮が必要。

 ◆ 逆に経費がかかる（20件）

オール電化による費用負担。経費削減のための深夜電力への偏りによる総電力量の増加は、果たして節
電と見るべきものでしょうか。

私は節電というより、節約イコール節電なのです。以前よりやっていて苦労の意識はないです。でも最近省
エネ型エアコン、LED照明に買い替えたので出費がかさみました。

省エネ商品に買い換えたいがお金がない

色々な手間が掛り、経費がかかったものは費用対効果が適正だったのか心配。

節電の為に別のところにお金がかかる。

節電を売りにした電化製品は総じて高額であり、一気に交換するには経費がかかり過ぎる。

節電家具に買い替える。お金がかかる

節電家電、LED電球に買い替えるほどの余裕は無い。

節電対策用品購入に対して、費用が掛かり過ぎ。

扇風機代が痛かった（家計的に）

太陽光パネルの値段が高いこと

太陽光発電システムの導入に当たって、設置費用の負担が大きかった。

直管タイプのLEDタイプがまだ高いかまだよいものができていない

低価格のところを探しまくった。

電球は高かったが、ほとんどLEDに変えた。

日中、家にいればクーラーが必要になるので、できるだけ外出するようにしていたが、返って金がかかって
しまったこと。

LEDに大方変えたが、値段が高い。

ＬＥＤ照明器具や蛍光灯の単価が高価すぎる。

ローン支払い

家の断熱性能をあげるために内外断熱を採用したこと。
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 ◆ 汗をかく（17件）

子供の汗疹がひどくなった

汗拭きタオルや着替えが増える・・・洗濯物が増える・・・結局電気を使ってしまう矛盾。タライで洗えばい
いのだが・・そこまでは。

暑さがきついので制汗シートを大量に使った。

汗が出て仕方がなかった

暑い夏は汗をかく

体が暑さに慣れるのに時間がかかった。タオルの使用量とお茶の量が増えた。

慣れないエアコンの温度で生まれたばかりの息子に汗疹ができ悪化しケアが大変、古いエアコンで皆軽い
熱中症になりました。

汗をかくから水分補給

エアコンを使わないので汗疹ができた
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自分はクーラーなしでも耐えられたが、子供は汗疹ができたりした。我慢しすぎもいけないのかなと思っ
た。

エアコンの温度を28度でも涼めるように外出をして汗をかいて帰ってきたこと

エアコンを使用しなかったので、汗が出て、べたべたなうえに体調がわるくなった

とにかく節電でクーラーを使わない時、女性なら誰でもそうだと思いますがお化粧をするのが一苦労です。
汗が出るのでお化粧しにくくてこの点をどうに克服したかったのですが、扇風機の前でお化粧するくらいしか
解決策はありませんでした。

あせもができた

エアコンを使わないと、汗をかき洗濯ものがふえる

昼間の時間帯に、エアコンの使用を控えるようにした為、着替える回数が増えた事。

エアコンをギリギリまで我慢してすごく汗だくになった

 ◆ 節電対策が面倒くさい（17件）

面倒で仕方が無い

電源を元から切ってあるので、電気製品をつける時にいちいちコンセントをつけなくてはいけない。

やることが増えて、時間と手間がかかる

テレビなどの待機電源を切ると、時計などがリセットされて合わせるのに時間がかかった

コンセントが抜けない製品がある

今年は就寝時はエアコンの使用をやめ、ベランダに打ち水をし、扇風機を活用した。タライの水の持ち運
びなど、重いし気を使った。

緑のカーテンの朝晩の水やり

電源コードの抜き差し

電気ポットをやめたため、毎朝お湯を沸かして保温ポットに入れ替えるのが面倒だ。

めんどくさいこと

コンセントから抜いてしまうと家電によっては情報や設定がすべてリセットされてしまう点

面倒である

ご飯を一度に炊いて、ひやすが、手間がかかる。

電源をいちいち抜くのは面倒だし忘れやすいから大変だと思った

ずっと湯沸かしポットを使っていたので、久し振りにヤカンで度々お湯を沸かすのが面倒だった

かまどは目が離せないし、時間がかかる。

お庭の水撒きが毎年大変かなぁ・・・

 ◆ 節電結果・効果がわかりにくい（14件）

どの製品がどのくらい節電できているのかがわからないので、目標が見えなくつづけづらかった。

節電が効果的なのかがわかりにくい

情報が入ってこない

この夏、料理をガスコンロから電子レンジにシフトしたために、電気料をどれだけ節約できたかわからなかっ
た。

機器毎の使用電力がわかりにくいまた表示が不正確

節電の効果の程が解らないので、やっても無駄と思ってしまいがち

節電効果が見えない日々の節電効果が目に見える機器があればいいのですが。。

蛍光灯は消したほうがいいか点灯したほうがいいかの時間が分からない

この努力でどのくらい節約になってるかよくわからないこと

節電してもなかなか金額に反映されないので、たまに節約しなくなる

どれくらいすればいいのか、という事。

結果が出ているかどうか良くわからない

配偶者が男性で暑がりなので、仕事が休みの時は、無理強いしない程度でクーラーを使用したが、程度
が分かりずらい。

病気のときの温度調節と節電の加減

 ◆ 忘れてしまう／継続が大変（13件）

こまめさが必要

すぐ忘れてしまう事
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意識していないとすぐ忘れる（照明器具の消し忘れ等）

習慣づけば面倒とは思わなくなる

慣れるまでは大変だったが今はそれが当たり前になっている。

意識している時はいいけど、継続できるように意識が

こまめに消灯するしたこと。

パソコンなどの電源ＯＦＦを忘れることがあり、苦労した

忘れること

こまめに電気を消したり節電を試みようと思うが少しの時間だからと考えてしまうことがあるから、節電とは
ちゃんと常に意識してないといけないと痛感した。

思いついたことを継続していくことが難しいです。

とにかく細かく注意し、節電することが必要

元の電源を切る習慣にするのに時間がかかりました

 ◆ 仕事面での苦労（9件）

職場でエアコンをつかわないで（5日程つかいました。）仕事をしていたら、能率がまったく上がらず困りまし
た。

職場で節電推進員になっており、エアコンの設定温度を２８℃にしているが、不満を持つ人が多数である。

職場は、パソコンを使うので、28℃設定はきつい

職場は接客業である為、お客様にご迷惑をかけない程度の節電に苦労しました。

接客業なので、室内温度を管理するのが大変だった

客商売をしているのでクレームがこないか。

勤務先が節電のためシフト変更になった

現在もそうだが夏場の昼の会社の節電は暑すぎる

仕事上パソコンの為に空調を整えないといけなくて、夏は熱を持ちすぎるのでエアコンをつけられない時は
困ります。

 ◆ 節電を意識しすぎる（9件）

気になっていらいらする

時間を気にする

消し忘れはないか、強迫観念に襲われることがあった

常に意識する

常に気にし続けなければいけないからストレスだった。暑くて仕方なかった。

節電を意識しすぎて、夏の入り頃は体調不良でした。

部屋の照明を消し忘れていないか思いだして、何度か夜中に確認にしに行った事など

無駄な照明を消そうと、多少神経質になってしまった。

まめになる

 ◆ その他（51件）

家にいないで涼しいところに行く

どのように節電して涼しくすごせるか。

世間がエアコンに頼りすぎ。うちではエアコンを設置すらしてない。とばっちりを受けている気分だ。

方法がわからない

風が強かったり天気が不安定で、すだれなどの窓の外側からの遮光対策が出来なかった。

既に節約できることはしているので、これ以上と言われても困る。

電力会社の計画停電の計画性のなさ。

屋外ライト用にソーラーライトの商品を探し設置をすること

風が強いと（台風）すだれが飛んでいきそうになった。

基本裸なので外出できない

火山灰が降るため、窓を開けられない

していたら逆によくなかった

休日の日中は特に大変

軽量鉄骨なので断熱が悪い。
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特にはないが、公共の施設で電気が付けっぱなしになっていると腹が立つ

保冷剤を頭に貼り付けた

節電節電と言われるとやりたくなくなる。

そりゃエアコンなしは暑かったがエアコン嫌いの愚妻に牽引された格好になった。

パス

マンションの通路などの照明をセンサー付のＬＥＤ電球にするなどの検討

外での時間つぶし

暗いので懐中電灯で部屋を行き来している

なるだけ早く寝る。

日中の部屋温度の上昇を抑えるためこまめに各部屋の窓を開けるなど工夫した

家屋の照明をＬＥＤに変えようと数店の家電店を何度往復して探したことか、最近の住宅はそれなりに
凝った照明器具を使用しているので、メディアで言うようにおいそれと交換できるものではない事がわかっ
た。結果家全体でみると数十個のうちＬＥＤに交換できるのは一割～二割にすぎなかった事。

風対策

部屋数が多いこと

なるべく電気を使わないように部屋の24時間換気扇を切っていたら、熱気がたまり余計暑くなった。

パソコンが自由に使いづらい

２人家族なので、大家族に比べると１人あたりの使用量が多くなること

お昼にどうしてもエアコンをつけたいときはほかの電気をできるだけ消す

両親が必要以上に節電するのが腹立たしい。

電気代の請求を見れば、苦労も消えた

節電の為、一番暑い時間帯に出かけること。

計画停電対策

電気を早めに消して就寝する

電力会社への怒りを抑えることが一番の苦労。あの態度はムカつく。反省がない。

電力量の少ないものは電力量をはかる為のタップで表示が出来ない事があるのでもう一つ買い足しまし
た。

引っ越しして二階の部屋で暮らすようになったら、屋根がやけて部屋の温度が高くなり、扇風機ですごそう
と思ってもなかなかできなかった。

一番暑い時間帯にお客様が着た時。

窓を開けても風自体が生温いので、冷やしたタオルを首に巻くなどした。

外の風を入れるのに窓をあけているので虫が入ってくる。

グリーンカーテンに挑戦したがうまくカーテンにならなかった。

アンペアを低くしたので、お客様が来た折にエアコンと電子レンジが同時に使えない等

室温差の緩和

夜１０時以降と早朝がとても忙しくなった。

ＩＨクッキングヒーターの待機電力のカットの仕方がわからない。

８：００までにすべて終わらせる

プライバシーの問題

私は脱原発派だがそれを言うのなら多少の暑さ・寒さは我慢しなければならないと覚悟もしている。苦労と
は思わずそれが日本のためになる！とささやかながら協力をしていきたいと思う。

本当に暑い時期の節電行動は本音をいえばうんざりしました



2010年8月19日における需要実績の内訳（推計値）

※関西電力が、限られたサンプルデータをもとに、推計を重ねて作成したものであり、需要実態のイメージ。

○2010年と2012年のピーク時の需要実績を比較。家庭より大口、小口、産業、業務部門の方が高い減少幅。

２０１０年と２０１２年のピーク時の需要実績の比較

2012年8月3日における需要実績の内訳（推計値）
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気温：最高36.7℃、最低26.6℃、平均31.0℃気温：最高36.6℃、最低28.2℃、平均31.6℃

（別添９）

※気温は気象庁が公表している大阪市のデータ



需要種別の節電取組み

大口

①こまめな消灯（142件）
②空調温度を高め（２８℃等）に設定（129件）
②節電目標や内容を社内に啓発（129件）
④照明の間引き（122件）
⑤不在エリアの空調停止（101件）

小口

①こまめな消灯（396件）
②空調温度を高め（２８℃等）に設定（355件）
③照明の間引き（301件）
④節電目標や内容を社内に啓発（258件）
⑤不在エリアの空調停止（245件）

家庭

①無理のない範囲でエアコンを消して扇風機を使用（693件）
②エアコンは室温２８℃を心がける（663件）
③日中は照明を消して夜間も照明をできるだけ減らす（661件）
④長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く（544件）
⑤冷蔵庫の設定を強から中に替える（490件）

政府アンケートの結果から抜粋

53%

14%

14%

13%

6%

自家発電
（コージェネ含む）

フル稼働

操業シフト

発電機
（レンタル）

設備停止

省エネ

（参考）住友電工の取組み
（第７回資料から抜粋）※政府アンケート（関西電力管内、複数回答）で回答が多い項目順に記載

○大口、小口、家庭ともに、照明、空調が主な取組み内容。

○一部では自家発稼働や操業シフトなどコストのかかる節電を実施。

削減電力の内訳（東電、東北管内）

(N=169)

(N=519)

(N=1000)

（別添１０）



（参考）需要家別の電力使用量内訳

1

産業用 業務用 家庭用

平成23年11月1日
エネルギー・環境会議／電力需給に関する検討会合
資料２から抜粋
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